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A. 研究目的
本研究の目的は、歯科医師臨床研修を取り巻く

現況を分析し、生涯研修につながる質の高い歯科
医師養成体制を考案して歯科医師臨床研修制度の
見直しに反映させることである。 

近年、摂食嚥下リハビリテーション 1)や周術期 

田上順次・東京医科歯科大学大学院・副学長 
荒木孝二・東京医科歯科大学大学院・教授 
平田創一郎・東京歯科大学・教授 

をはじめとする医科疾患患者の口腔へのアプロー
チ 2)などの新たな歯科医療分野や、地域包括ケア
システムに代表される医療・介護・保健・福祉の連
携が医療者に必須の能力として求められている 1)。
保険収載もされており、歯科医師臨床研修の目標
にあるすべての歯科医師に求められる基本的な診
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研究要旨：本研究の目的は、歯科医師臨床研修を取り巻く現況を分析し、生涯研修につながる質の高
い歯科医師養成体制を考案して歯科医師臨床研修制度の見直しに反映させることである。このため
に、本研究では２つの項目について調査研究を実施した。具体的には、(1) 平成 28 年度の本研究班
分担研究報告書「歯科医師臨床研修の到達目標の見直しのための基礎調査」に挙げられた事項を概
ね網羅する到達目標とし、本研究班として実施したヒアリング及びワークショップで修正を加えた。
また、必修ユニットに加えて、選択ユニットを設置した。(2) 平成 28 年度の本研究班分担報告書「指
導歯科医講習会で取り上げるテーマに関する基礎調査」に示した「新たな指導歯科医講習会におけ
るテーマの例示」について、どのような形で講習会を開催すれば指導歯科医が継続的に受講可能か
についてヒアリングを行った。その結果、(1)必修 6 ユニット、選択 8 ユニットからなる 『新たな
歯科医師臨床研修制度の到達目標（改訂案）』と『新たなコース構成（必修コース・選択コース）（案）』
を作成した。(2) 指導歯科医の臨床研修指導のための研さんを担保するため、指導歯科医の資格要件
として、2 年に 1 回以上、「新たな指導歯科医講習会におけるテーマの例示」に示されたテーマの講
演の受講を義務化する必要があると考えられた。以上のことから、1 年目の歯科医師として広く一
般的に身につけておくべき到達目標について、卒前教育から生涯研修までの連続性を考慮しつつ必
要な見直しを行い、それを踏まえた研修実施体制を再構築する必要がある。また、指導歯科医講習会
でѽうテーマやタイムテーブルの見直しが必要である。加えて、日本歯科医師会、日本歯科医学会分
科会及び各大学同૯会は、臨床研修修了直後の若手歯科医師を対象とした基本的な内容の生涯研修
事業により੷極的に取組み、これらの歯科医師の生涯研修の習׵形成に大きな役割を果たすことが
期待される。 



療能力に該当することは明らかである。平成 28 年
度に改訂された歯学教育モデル・コア・カリキュ
ラム 3)では、「臨床実習の内容と分類」が示され、
「Ⅰ．指導者のもと実践する（自験を求めるもの）」、
「Ⅱ．指導者のもとでの実践が望まれる（自験不

歯科医師臨床研修プログラム責任者講習会」にお
いて、グループワーク「S-Ⅳ 歯科医師臨床研修
の到達目標の見直し」を実施し、到達目標とコー
ス・ユニットの試作を行った。

このプロダクトをもとに、本研究班で到達目標
及びコース構成の試案を作成し、歯科医師臨床研
修指導に実績のある歯科診療所を対象としたヒア
リングで、研修体制の現場を見学した上で到達目
標の過不足、実際の歯科診療所における実施の可
否、大学附属病院とのカリキュラムの分担等の調
整等を行った。

次に、平成 30 年 2 月 10日に東京歯科大学水道
橋校舎で本研究班が主催した「新たな歯科医師臨
床研修の到達目標ワークショップ」において、到
達目標案及びコース構成案に修正を加えた。 

最後に、研究班にて歯学教育モデル・コア・カリ
キュラム（平成 28 年度改訂版）3)との整合性につ
き、調整を行った。

2. 臨床研修指導歯科医の資格要件に関する考察
平成 28 年度の本研究班分担報告書「指導歯科医

講習会で取り上げるテーマに関する基礎調査」7）

に示した「新たな指導歯科医講習会におけるテー
マの例示」を提示して、歯科医師臨床研修指導に
実績のある 6 歯科診療所を対象に、どのような形
で講習会を開催すれば指導歯科医が継続的に受講
可能かについてヒアリングを行った。

（倫理面への配慮） 
 本研究における調査は、ヒトを対象としておら
ず、また、個人情報を含むものでないことから、特
段の倫理面への配慮は必要がないと判断した。 

C. 研究結果
1. 新たな歯科医師臨床研修の到達目標（改訂案）
の作成とコース構成の見直し

本研究で作成した『新たな歯科医師臨床研修制
度の到達目標（改訂案）』と『新たなコース構成（必
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可の場合はシミュレーション等で補完する）」とさ
れている項目については、卒前の臨床実習におい
て経験を求めている。これらについては臨床研修
においては当然自ら実施すべきであろう。さらに、
「Ⅲ．指導者の介助をする」、「Ⅳ．指導者のもとで
見学・体験することが望ましい」に示された項目
についての実施が望まれる。これらの内容を含む
歯科医師臨床研修の実施体制を充実させることは、
すなわち今後の歯科医療の質の向上につながるこ
とから、極めて重要でかつ喫緊の課題でもある。
一方、現在の歯科医師臨床研修の到達目標は、平
成 13 年度に作られたものがベースであり 4)、指導
歯科医講習会の開催指針も平成 16 年に発出され
た通知 5)のまま実施されており、いずれも現在の
ニーズに即したものとは言い難い。また、臨床研
修の実施体制についても一定の基準はあるものの、
実際には臨床研修施設個々の実情に応じて実施さ
れているのが現状である。

そこで本研究では、歯科医師臨床研修プログラ
ムや指導歯科医講習会の内容、および生涯研修プ
ログラムを網羅的に検索して詳細な分析を行うこ
とで、目標・方略・評価とニーズやアウトカムとの
乖離を明らかにし、歯科医療の質の向上を目指し
た歯科医師臨床研修制度の見直しを図るための基
礎資料を作成した。

B. 研究方法
1. 新たな歯科医師臨床研修の到達目標（改訂案）
の作成とコース構成の見直し
 はじめに、平成 28 年度に本研究班で実施した
「歯科医師臨床研修の到達目標の見直しのための
基礎調査」6)を元に、平成 29 年 9 月 3～6 日にປ
張国際研修センターにて開催された「平成 29 年度



修コース・選択コース）（案）』を巻末の別添に示
す。 

必修コースは 6 ユニットからなり、すべてのユ
ニットが必修である。1 年目の研修期間の 50％（6
月）以上 75％（9 月）以下の期間研修を行うこと
とする。必修ユニットとして、(1)基本的診察・検
査・診断・治療計画、(2)高頻度治療・応急処置、
(3)患者管理、(4)地域医療・地域包括ケア、(5)医
療管理、(6)リサーチマインド・問題対応能力の 6
項目を定めた。

選択コースは 8 ユニットからなり、1 年目の研
修期間の 25％（3 月）以上 50％（6 月）以下の期
間研修を行うこととする。当該プログラムにおい
て研修可能な「選択ユニット」を提示し、その中か
ら研修医毎に「(8)特別研修」を除き 3 つ以上を選
択することを求める。「(8)特別研修」に関しては、
1 年目の研修に相応しい内容とし、選択コースの
研修期間の 50%以下とする。選択ユニットとして、
(1)小児への対応、(2)障害者（児）への対応、(3)
要介護者への対応、(4)認知症患者への対応、(5)リ
ハビリテーション、(6)全身管理、(7)周術期管理、
(8)特別研修の 8項目を定めた。

2. 臨床研修指導歯科医の資格要件に関する考察
指導歯科医の臨床研修指導のための研さんを担

保するため、指導歯科医の資格要件として、２年
に１回以上、「新たな指導歯科医講習会におけるテ
ーマの例示」（表 1）に示されたテーマの講演の受
講を義務づけることを提案するものである。研修
管理委員会で当該講習会を開催することで、各研
修プログラムのニーズに合った講演が提供され、
協力型臨床研修施設の研修実施責任者である指導
歯科医は、研修管理委員会への出席で資格要件を
更新することが可能となる。 

D. 考 察
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平成 28 年度の本研究班の総括研究報告書「歯科
医師の養成及び評価に関する総合的研究」8)で指摘

したように、1 年間という限られた期間に、効率
的かつ特色のあるプログラムで臨床研修を実施す
るためには、必修の到達目標が多すぎないことが
重要であり、選択必修コースや選択コースを含め
たコース設計を考慮すべきである。 
 そこで、新たな歯科医師臨床研修の到達目標（改
訂案）の作成とコース構成の見直しについては、
平成 28 年度の本研究班分担研究報告書「歯科医師
臨床研修の到達目標の見直しのための基礎調査」
6)に挙げられた事項を概ね網羅する到達目標とし、
本研究班として実施したヒアリング及びワークシ
ョップで修正を加えた。また、必修ユニットに加
えて、選択ユニットを設置した。そして、「歯科医
師臨床研修修了後の歯科医師像」として「日常的
に高頻度に遭遇する歯科疾患に対する基本的臨床
能力を身につけ、多様な患者背景に配慮した歯科
保健医療を提供するとともに、生涯研修に真伪に
努める。」と定めた。これらの結果、1 年目の研修
としての内容と生涯研修への連続性の両者を担保
するような工夫ができたと考える。 
 臨床研修指導歯科医の資格要件については、研
修歯科医が大学教育において最新の知識を持って
卒業してきたばかりの歯科医師であるのに対して、
それを指導する立場にある指導歯科医が知らない、
理解していないという状況は好ましくないことか
ら、2 年に１回以上、「新たな指導歯科医講習会に
おけるテーマの例示」に示されたテーマの講演の
受講を義務づけることで、指導歯科医の資質・能
力を担保できるものと考える。これらの講演が研
修管理委員会の際に開催されれば、研修管理委員
会への出席で指導歯科医の資格要件を更新するこ
とが可能となり、極めて現実的である。その他に
も、日本歯科医師会生涯研修事業や日本歯科医学
会及びその専門分科会や認定分科会等で行われる
講習会であっても、「新たな指導歯科医講習会にお
けるテーマの例示」に合致したテーマであれば、
その受講を認定することで、指導歯科医の資格要
件の更新は比較的容易となるであろう 9)。 



 日本歯科医師会や日本歯科医学会分科会に加え
て大学同窓会を主体とした生涯研修事業において
もこのような講習会を実施し、継続的な生涯研修
の中で重要な役割を果たすことが期待される。 

E. 結 論
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該当なし
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年度分担研究報告書 指導歯科医講習会で取り上
げるテーマに関する基礎調査
8) 一戸達也：厚生労働科学研究費補助金（地域
医療基盤開発推進研究事業）歯科医師の養成及び
評価に関する総合的研究 平成 28 年度総括研究
報告書 歯科医師の要請及び評価に関する総合的
研究
9) 西原達次、田上順次、平田創一郎：厚生労働科
学研究費補助金（地域医療基盤開発推進研究事業）

http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2017/12/26/1325989_29_02.pdf
http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2017/12/26/1325989_29_02.pdf
http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2017/12/26/1325989_29_02.pdf


歯科医師の養成及び評価に関する総合的研究 平
成 28 年度分担研究報告書 生涯研修に関する実
態調査 
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表１ 新たな指導歯科医講習会におけるテーマの例示 

指導歯科医講習会におけるテーマ 
指導歯科医講習会は、次に掲げる項目のいくつかがテーマとして含まれていること。 
①新たな歯科医師臨床研修制度
②医療面接
③患者と歯科医師との関係
④総合診療計画
⑤歯科医師に望まれる総合的・基本的な診療能力
⑥医療安全・感染予防

・AMR 対策アクションプラン
⑦医療管理（保険診療・チーム医療・地域医療）

・地域包括ケアシステム
・在宅歯科診療
・周術期口腔機能管理
・退院時カンファレンス
・要介護高齢者への対応
・認知症への対応

⑧根拠に基づいた医療（Evidence-based Medicine: EBM）
⑨指導歯科医の在り方

・メンタルケア
・プロフェッショナリズム

⑩研修歯科医、指導歯科医及び研修プログラムの評価
⑪その他臨床研修に必要な事項

・障害者への歯科医療提供
・介護保険制度
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厚生労働科学研究費補助金（地域医療基盤開発推進研究事業） 
歯科医師の養成及び評価に関する総合的研究 

分担研究報告書 

新たな歯科医師臨床研修の到達目標（改訂案）の作成とコース構成の見直し 

研究代表者 一戸 達也（東京歯科大学副学長） 
研究分担者 平田創一郎（東京歯科大学教授） 

荒木 孝二（東京医科歯科大学教授） 
西原 達次（九州歯科大学学長） 
前田 健康（新潟大学歯学部長） 
田上 順次（東京医科歯科大学副学長） 
藤井 規孝（新潟大学歯学部教授） 

研究協力者 関本 恒夫（日本歯科大学新潟生命歯学部教授） 

A. 研究目的
歯科医師臨床研修制度は、歯科医師が、歯科医

師としての人格をかん養し、将来専門とする分野
にかかわらず、歯科医学及び歯科医療の果たすべ
き社会的役割を認識しつつ、 一般的な診療におい
て頻繁に関わる負傷又は疾病に適切に対応できる
よう、基本的な診療能力を身に付けることのでき
ることを目的としている 1)。臨床研修を修了しな
ければ、歯科医療機関の管理者となることはでき

ず、原則、開設者にもなれないことから、臨床研修
において身につけなければならない研修内容は極
めて重要である。この目標を達成すべく、厚生労
働省医政局では、「歯科医師臨床研修の到達目標」
を提示しており、研修プログラムは、この到達目
標を参考にすることとされている 2)。 
 一方、歯科医師臨床研修は必修化から 10年以上
経過し、さらにこの「歯科医師臨床研修の到達目
標」の原案は、平成 13 年度厚生科学研究費補助金

研究要旨：現在の歯科医師臨床研修の到達目標が提示されたのは平成 13 年度であり、歯科医療はそ
の間に大きな変貌を遂げていることから、到達目標の見直しが必要である。また、すべて必修となっ
ている現在のコース構成では、時間的な制約から特徴ある研修プログラムを構築することが難しく、
また、習熟度別のコース設計も実施が難しい。そこで、本研究班では昨年度に研修プログラムのプロ
グラム責任者を対象に、到達目標とコース設計の見直しに関するアンケート調査を行った。その結
果を受けて、（一財）歯科医療振興財団主催「平成 29 年度歯科医師臨床研修プログラム責任者講習
会」にて新たな到達目標とコース・ユニットの試作を行った。その後、本研究班にて試案を作成し、
歯科医師臨床研修指導に実績のある 6 歯科診療所を対象としたヒアリングと、歯科大学附属病院及
び医学部附属病院、並びに臨床研修施設である病院歯科口腔外科及び歯科病院、歯科診療所におい
て歯科医師臨床研修プログラム責任者またはそれに準ずる者と、公益社団法人日本歯科医師会から
の参加者 28名による本研究班主催「新たな歯科医師臨床研修の到達目標ワークショップ」にてブラ
ッシュアップを行い、『新たな歯科医師臨床研修制度の到達目標（改訂案）』と『新たなコース構成
（必修コース・選択コース）（案）』（別添）を作成した。 
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（医療技術評価総合研究事業）「歯科医師の資質向
上をめざした臨床研修の必修化及び国家試験の実
技能力判定の整備等に関する総合的研究」（主任研
究者 中原泉）3)まで遡る。その後、現在に至るま
での間に歯科医療は大きく変貌を遂げており、現
行の到達目標作成当時、新たな概念であった医療
面接や医療安全は当たり前のものとなっており、
歯科インプラント治療や摂食嚥下リハビリテーシ
ョンも学部教育にも広く取り入れられてきている。
平成 29年には歯学教育モデル・コア・カリキュラ
ム 4)と歯科医師国家試験出題基準 5)が改訂された
ところである。また、周術期の口腔健康管理や、在
宅歯科診療の必要性はより一層高まっており、地
域包括ケアシステム 6)という新たな医療・介護・保
健・福祉提供体制の普及が進められているところ
である。平成 30 年度診療報酬改定においても、「Ⅰ
地域包括ケアシステムの構築と医療機能の分化・
強化、連携の推進」の歯科に「2．周術期等の口腔
機能管理の推進」と「3．質の高い在宅医療の確保」
が挙げられたところである 7)。
歯科医師法第十六条の二第一項に規定する臨床

研修に関する省令（平成 17 年 6 月 28 日付厚生労
働省令第 103 号）1)には、5 年ごとの制度の見直し
が規定されており、次回の見直しは平成 33 年度か
ら施行されることとなる。そこで、本研究では昨
年度に実施した研究成果を反映し、卒前教育から
生涯研修につながる歯科医師臨床研修の到達目標
とコース構成を見直すことで、質の高い歯科医師
養成体制を考案することを目的とする。 

                      
B. 研究方法
１．対 象
（１）平成 29 年度歯科医師臨床研修プログラム責
任者講習会におけるグループワーク「S-Ⅳ 歯科
医師臨床研修の到達目標の見直し」
（一財）歯科医療振興財団が主催する平成 29 年

度歯科医師臨床研修プログラム責任者講習会（デ
ィレクター：関本恒夫）の参加者（指導歯科医講習

会（一般財団法人歯科医療振興財団主催又は「歯
科医師の臨床研修に係る指導歯科医講習会の開催
指針について」（平成 18 年 6 月 17 日付け医政発
第 0614001 号）に則って開催されたもの）を修了
している者で、歯科医師臨床研修施設において、
研修歯科医の教育指導の管理的立場にある者（研
修管理委員会委員長、研修プログラム責任者、副
研修プログラム責任者、これらの予定者））41名と
した。 

（２）歯科医師臨床研修指導に実績のある歯科診
療所を対象としたヒアリング
単独型臨床研修施設、管理型臨床研修施設また

は協力型臨床研修施設として、研修歯科医の受入
れ実績を有する歯科診療所を対象とした。ヒアリ
ング対象とした６診療所を表１に示す。

（３）新たな歯科医師臨床研修の到達目標ワーク
ショップ
歯科大学附属病院及び医学部附属病院、並びに

臨床研修施設である病院歯科口腔外科及び歯科病
院、歯科診療所において歯科医師臨床研修プログ
ラム責任者またはそれに準ずる者と、公益社団法
人日本歯科医師会からの参加者 28 名とした。開催
概要及び参加者を資料１に示す。

２．方 法 
 はじめに、昨年度本研究班で実施した「歯科医
師臨床研修の到達目標の見直しのための基礎調査」
8)を元に、平成 29 年 9 月 3～6 日に幕張国際研修
センターにて開催された（１）「平成 29 年度歯科
医師臨床研修プログラム責任者講習会」において、
グループワーク「S-Ⅳ 歯科医師臨床研修の到達
目標の見直し」を実施し、到達目標とコース・ユニ
ットの試作を行った。
このプロダクトをもとに、本研究班にて到達目

標及びコース構成の試案を作成し、（２）歯科医師
臨床研修指導に実績のある歯科診療所を対象とし
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たヒアリングにて、研修体制の現場を見学した上
で到達目標の過不足、実際の歯科診療所における
実施の可否、大学附属病院とのカリキュラムの分
担等の調整等を行った。 
次に、平成 30 年 2 月 10日に東京歯科大学水道

橋校舎本館 13 階第 2 講義室で本研究班が主催し
た（３）新たな歯科医師臨床研修の到達目標ワー
クショップにおいて、到達目標の修正を行った。
現在使用している臨床研修プログラムを各グルー
プで 1 つ選択し、到達目標を新たな案に差し替え
たと仮定して、カリキュラムプランニングの手法
に則り、方略（Learning Strategy; LS）の修正及び
評価（Evaluation; EV）の修正とあわせて、到達目
標案及びコース構成案にも修正を加えた。
制約事項として、以下の 6 点を提示した。 

①昨年度の本研究班報告書で提示した、すべての
ユニットが必修である「必修コース」、複数のユ
ニットから必要数を選択して必修とする「選択必
修コース」及び実施の有無やユニットの一般目標
（General Instructive Objective; GIO）、行動目標
（Specific Behavioral Objectives; SBOs）を任意
とする「選択コース」の 3コース構成を基本とす
ること。
②昨年度の本研究班報告書、歯学教育モデル・コ
ア・カリキュラム（平成 28年度改訂版）及び平
成 30年版 歯科医師国家試験出題基準を参考に、
新しいユニットを作成すること。
③診療科単位のコース・ユニットとしないこと。
④手技単位の SBO としないこと。
⑤情意領域及び精神運動領域について、まず知識
ありきの SBOsとしないこと。 
⑥Outcome評価ができるよう、症例数による評価
としないこと。

最後に、研究班にて歯学教育モデル・コア・カリ
キュラム（平成 28 年度改訂版）4)との整合性につ
き、調整を行った。

C. 研究結果
（１）平成 29 年度歯科医師臨床研修プログラム責
任者講習会におけるグループワーク「S-Ⅳ 歯科
医師臨床研修の到達目標の見直し」

5グループ（A～E グループ）で作成したコース・
ユニットと GIO と SBOsを、「平成 29 年度プログ
ラム責任者講習会（9月）の記録」9)より転載する。
（資料２）

（２）歯科医師臨床研修指導に実績のある歯科診
療所を対象としたヒアリング
ヒアリングの対象とした歯科診療所はすべて無

床であったため、入院、周術期管理は困難である
こと、研究活動にも限界があること等が挙げられ
たが、これらは大学病院等と群を構成する等する
ことで実施することが望ましいとの意見であった。 
その他、昨年度本研究班で実施した「歯科医師

臨床研修の到達目標の見直しのための基礎調査」
8)で診療所の研修プログラムで必要との回答が多
かった地域医療、訪問診療及び介護保険の研修に
ついては、当然必要であり、ほとんどが実施して
いるとの回答であった。
また、生涯研修の観点から、１年目からリサー

チマインドや問題対応能力を身につけることは必
須であるとの意見が多かった。

（３）新たな歯科医師臨床研修の到達目標ワーク
ショップ
最も多くの研修歯科医の臨床研修を担当してい

る大学病院を中心に、現在実施している方略及び
評価とすりあわせを行い、主に文言の修正を行っ
た。コース・ユニットの内容については、概ね賛同
を得た。 
この時点では、「必修コース」、「選択必修コース」

及び「選択コース」の 3 コース構成であったが、
わかりにくいとの意見が多かったことから、コー
ス構成を変更し、「選択コース」を「選択必修コー
ス」に組み入れ「特別研修」ユニットとし、名称は
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「選択コース」とすることとした。 
 これらを踏まえ作成した『新たな歯科医師臨床
研修制度の到達目標（改訂案）』と『新たなコース
構成（必修コース・選択コース）（案）』を別添に示
す。 

D. 考 察
昨年度の本研究班分担研究報告書「歯科医師臨

床研修の到達目標の見直しのための基礎調査」8)に
挙げられた事項を概ね網羅する到達目標とするこ
とで、歯科大学附属病院及び医学部附属病院、並
びに臨床研修施設である病院歯科口腔外科及び歯
科病院、歯科診療所、そして公益社団法人日本歯
科医師会を対象として行ったヒアリング及びワー
クショップで修正を加え、概ね合意を得た。さら
に、現在すべて必修となっている到達目標に対し、
選択コースを用意することで、1 年目の研修とし
ての内容と生涯研修への連続性の両者を担保する
よう工夫を行った。
指導歯科医講習会で実施しているカリキュラム

プランニングの手法に則り、コース・ユニット構
成とし、一般目標と行動目標を定めたが、「歯科医
師臨床研修修了後の歯科医師像」として、Outcome
を「日常的に高頻度に遭遇する歯科疾患に対する
基本的臨床能力を身につけ、多様な患者背景に配
慮した歯科保健医療を提供するとともに、生涯研
修に真摯に努める。」と定めた。必修コースにユニ
ット「（６）リサーチマインド・問題対応能力」を
明記することにより、歯科医師臨床研修制度が歯
科医師としての生涯研修、能力向上にさらに資す
るものと期待できよう。 
一方、選択コースについては一般目標を提示す

るのみに留めた。これはより高度な研修内容とな
ることから、各々の研修プログラムの特色や、研
修歯科医個人の能力に応じた柔軟な研修プログラ
ムを期待するものであり、実施にあたっては当然、
行動目標が明示されるものでなければならないと
考える。特に（８）特別研修に関しては、必修コー

スと他の選択コースによって「単に専門分野の負
傷又は疾病を治療するのみでなく、全人的医療を
理解した上で患者の健康と負傷又は疾病を診るこ
と」を担保した上で、生涯研修への導入となるこ
とが期待され、個々の研修プログラムの特徴が明
示されるものと考える。
臨床研修で研修歯科医自らが実施する具体的な

歯科医行為については、この到達目標に提示する
ことは困難である。歯学教育モデル・コア・カリキ
ュラム（平成 28 年度改訂版）4)には、「臨床実習の
内容と分類」が示されている。臨床実習中に、「Ⅰ．
指導者のもと実践する（自験を求めるもの）」、「Ⅱ．
指導者のもとでの実践が望まれる（自験不可の場
合はシミュレーション等で補完する）」とされてい
る項目については、臨床研修においては当然自ら
実施すべきであろう。さらに、「Ⅲ．指導者の介助
をする」、「Ⅳ．指導者のもとで見学・体験すること
が望ましい」に示された項目について、本報告書
で示した新たな到達目標に沿った研修プログラム
と適切な指導の下、実施することが望ましいと考
える。 

E. 結 論
平成 28 年度の本研究班の報告書「歯科医師臨床

研修の到達目標の見直しのための基礎調査」8)を元
に、「平成 29 年度歯科医師臨床研修プログラム責
任者講習会」におけるグループワーク、臨床研修
施設である歯科診療所へのヒアリング及び歯科大
学附属病院及び医学部附属病院、並びに臨床研修
施設である病院歯科口腔外科及び歯科病院、歯科
診療所において歯科医師臨床研修プログラム責任
者またはそれに準ずる者と、公益社団法人日本歯
科医師会からの参加者による「新たな歯科医師臨
床研修の到達目標ワークショップ」におけるブラ
ッシュアップを経て、『新たな歯科医師臨床研修制
度の到達目標（改訂案）』と『新たなコース構成（必
修コース・選択コース）（案）』（別添）を作成した。 
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表１ ヒアリングを実施した歯科診療所と実施日 

医療法人社団秀和会つがやす歯科医院（北海道帯広市） 11/9 

こばやし歯科クリニック（東京都江戸川区） 11/17 

つだ歯科（兵庫県姫路市） 11/26 

萌芽の森クリニック・歯科（宮城県仙台市） 11/29 

医療法人社団八龍会すずき歯科医院（静岡県袋井市） 12/1 

医療法人社団健功会鴨志田歯科医院（神奈川県横浜市） 12/12 
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平成 29 年度厚生労働科学研究一戸班 

新たな歯科医師臨床研修の到達目標ワークショップ 

タイムスケジュール

主 催： 平成２９年度厚生労働科学研究費補助金（地域医療基盤開発推進研究事業） 

歯科医師の養成及び評価に関する総合的研究 

研究代表者 一戸達也 

研究分担者 西原達次、前田健康、藤井規孝、 

田上順次、荒木孝二、平田創一郎 

日 時： 平成 30 年 2 月 10 日(土) 11:00～15:00 

会 場： 東京歯科大学水道橋校舎本館 13 階 第 2 講義室 

10:00～ 受付開始 

11:00～ 開 会 

研究代表者 挨拶 

厚生労働省 挨拶 

11:05～ 新たな到達目標案␀コース構成案等 解説 

11:20～ S-1 現行研修プログラムの LS の検証（昼食を含む）

13:00～ S-2 現行研修プログラムの EV の検証

14:15～ S-3 新たな到達目標案␀コース構成案の修正

15:00 閉 会 

＊ご自身が担当されている研修プログラムをご持参下さい。 
＊ワークショップ⏿すの⏿、軽装⏿お越し下さい。 

＊なお、当日断水のため、本館１３階のトイレが使用⏿きません。 

申し訳ありませんが、２，３階のトイレをご使用いただきます。 

資料１
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平成29年度厚生労働科学研究一戸班 
新たな歯科医師臨床研修の到達目標ワークショップ 

A グループ 

紙本 篤 日本大学歯学部付属歯科病院 総合診療科 

秋山 仁志 日本歯科大学附属病院総合診療科 

清野 晃孝 奥羽大学 歯学部 臨床 

長谷川 篤司 昭和大学歯学部歯科保存学講座 総合診療歯科学部門 

角 忠輝 長崎大学病院医療教育開発センター 

佐藤 尚 医療法人社団神明会 佐藤歯科医院 

二宮 一智 日本歯科大学新潟生命歯学部 新潟病院 

吉田 礼子 鹿児島大学病院 歯科総合診療部 

伊藤 亜希 都立大塚病院 

B グループ 

竹内 義真 日本大学歯学部付属歯科病院 総合診療科 

栗田 浩 信州大学医学部歯科口腔外科 

永井 淳 福岡歯科大学・福岡看護大学・福岡医療短期大学地域連携センター 

飯田 俊二 北海道大学病院 口腔総合治療部 

荒木 章純 愛知学院大学歯学部附属病院 

安陪 晋 徳島大学大学院医歯薬学研究部総合診療歯科学分野 

春山 亜貴子 東京歯科大学 

廣瀬 知二 伊東歯科口腔病院 

岡藤 範正 松本歯科大学病院 

C グループ 

山口 博康 鶴見大学歯学部附属病院総合歯科2 

國領 真也 九州歯科大学 口腔内科 

新田 浩 東京医科歯科大学歯学部附属病院 歯科臨床研修センター 

高師 則行 北海道大学病院 口腔総合治療部 

泉田 明男 東北大学病院 総合歯科診療部 

大林 泰二 広島大学病院口腔総合診療科 

石崎 裕子 新潟大学医歯学総合病院 歯科総合診療部 

山本 昭夫 松本歯科大学病院 総合口腔診療部門 

紺井 拡隆 大阪歯科大学 臨床研修教育科 

小林 慶太 公益社団法人 日本歯科医師会 （敬称略） 14
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䝴䝙䝑䝖䠏䛂㧗㢖ᗘ἞⒪䛃

䝴䝙䝑䝖䠐䛂་⒪㐃ᦠ䛃

䝴䝙䝑䝖䠑䛂࿘⾡ᮇཱྀ⭍ᶵ⬟⟶⌮䛃

䝴䝙䝑䝖䠒䛂᭷⑓⪅ṑ⛉䞉㧗㱋⪅ṑ⛉䛃

㑅ᢥ䝁䞊䝇ྡ䛂䕕䕕䛃

䝴䝙䝑䝖䠍䛂䕕䕕䛃

䝴䝙䝑䝖䠎䛂䕕䕕䛃

ͤ䝴䝙䝑䝖䜢䕿䛴䜎䛷㑅ᢥ

䠞䜾䝹䞊䝥

䠣䠥䠫 䛸 䠯䠞䠫䡏

ᚲಟ䝁䞊䝇ྡ䛄䝧䞊䝅䝑䜽䝁䞊䝇䛅

䛆䠣䠥䠫䛇 ᝈ⪅䛾❧ሙ䛻❧䛳䛯ṑ⛉་⒪䜢ᐇ㊶䛩䜛䛯䜑䛻䚸ᇶᮏⓗ䛺⮫
ᗋ⬟ຊ䜢㌟䛻௜䛡䜛䚹

䝴䝙䝑䝖䠍䛂⮫ᗋุ᩿䛃

䛆䠣䠥䠫䛇 ᝈ⪅୰ᚰ䛾ṑ⛉デ⒪䜢ᐇ㊶䛩䜛䛯䜑䛻䚸་⒪㠃᥋䜢㏻䛨䛯デ
᩿䛚䜘䜃⥲ྜ἞⒪ィ⏬䜢❧᱌䛩䜛䚹

䛆䠯䠞䠫䡏䛇
䐟㐺ษ䛷༑ศ䛺་⒪᝟ሗ䜢཰㞟䛩䜛䚹[▱㆑䠄ၥ㢟ゎỴ䠅]
䐠ᇶᮏⓗ䛺デ⒪䞉᳨ᰝ䜢ᐇ㊶䛩䜛䚹[▱㆑䠄ゎ㔘䠅]
䐡ᇶᮏⓗ䛺デ⒪䞉᳨ᰝ䛾ᡤぢ䜢ุ᩿䛩䜛 [▱㆑䠄ၥ㢟ゎỴ䠅]
䐢ᚓ䜙䜜䛯᝟ሗ䛛䜙デ᩿䛩䜛䚹[▱㆑䠄ゎ㔘䠅]
䐣㐺ษ䛸ᛮ䜟䜜䜛἞⒪ἲཬ䜃ู䛾㑅ᢥ⫥䜢ᥦ♧䛩䜛䚹[ᢏ⬟䠄䠅]
䐤ᝈ⪅ᚰ⌮䚸♫఍ⓗ⫼ᬒ䛻㓄៖䛩䜛䚹[ែᗘ䞉⩦័䠄䠅]
䐥୍ཱྀ⭍༢఩䛾἞⒪ィ⏬䜢సᡂ䛩䜛䚹[▱㆑䠄ၥ㢟ゎỴ䠅]
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䝴䝙䝑䝖䠎䛂་⒪⟶⌮䛃

䛆䠣䠥䠫䛇 Ᏻ඲䛷㐺ษ䛺ṑ⛉デ⒪䜢⾜䛖䛯䜑䛻䚸ᚲせ䛸䛺䜛
ṑ⛉་ᖌ䛾♫఍ⓗᙺ๭䜢ᐇ㊶䛩䜛䚹

䛆䠯䠞䠫䡏䛇
䐟䕿䕿 [ㄆ▱㡿ᇦ䠄ၥ㢟ゎỴ䠅]
䐢䕿䕿 [᝟ព㡿ᇦ]
䐣䕿䕿 [⢭⚄㐠ື㡿ᇦ]

䠞䜾䝹䞊䝥

䝴䝙䝑䝖䠏䛂㧗㢖ᗘ἞⒪䛃

䛆䠣䠥䠫䛇 㧗㢖ᗘ䛻㐼㐝䛩䜛⑌ᝈ䛻ᑐฎ䛩䜛䛯䜑䛻䚸ᛂᛴ
ฎ⨨䜢ྵ䜑䛯ᇶᮏⓗ䛺⮫ᗋ⬟ຊ䜢㌟䛻௜䛡䜛䚹

䛆䠯䠞䠫䡏䛇
䐟䕿䕿 [ㄆ▱㡿ᇦ䠄᝿㉳䠅]
䐠䕿䕿 [ㄆ▱㡿ᇦ䠄ゎ㔘䠅]
䐡䕿䕿 [ㄆ▱㡿ᇦ䠄ၥ㢟ゎỴ䠅]
䐢䕿䕿 [᝟ព㡿ᇦ]
䐣䕿䕿 [⢭⚄㐠ື㡿ᇦ]

䠞䜾䝹䞊䝥
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䝴䝙䝑䝖䠐䛂་⒪㐃ᦠ䛃

䛆䠣䠥䠫䛇 ṑ⛉デ⒪䜢㐺ษ䛻⾜䛖䛯䜑䛻䚸་⒪㐃ᦠ䛻ᚲせ䛺⬟ຊ䜢
⩦ᚓ䛩䜛䚹

䛆䠯䠞䠫䡏䛇
䐟ከ⫋✀㐃ᦠ䜢ㄝ᫂䛩䜛䚹[▱㆑䠄᝿㉳䠅]
䐠ከ⫋✀㐃ᦠ䛻ཧຍ䛩䜛䚹[ែᗘ䞉⩦័䠄ཷ䛡ධ䜜䠅]
䐡ᚲせ䛻ᛂ䛨䛯་⒪᝟ሗ䜢཰㞟䛩䜛䚹[ᢏ⬟䠄䝁䞁䝖䝻䞊䝹䠅]
䐢ゼၥṑ⛉デ⒪䜢ㄝ᫂䛩䜛䚹[▱㆑䠄᝿㉳䠅]
䐣௓ㆤಖ㝤䛾௙⤌䜏䜢ㄝ᫂䛩䜛䚹[▱㆑䠄᝿㉳䠅]

䠞䜾䝹䞊䝥

䝴䝙䝑䝖䠑䛂࿘⾡ᮇཱྀ⭍ᶵ⬟⟶⌮䛃

䛆䠣䠥䠫䛇 ᨭᣢ⒪ἲ䛸䛧䛶䛾࿘⾡ᮇཱྀ⭍ᶵ⬟⟶⌮䜢⾜䛖䛯
䜑䛻䚸ᚲせ䛺⬟ຊ䜢⩦ᚓ䛩䜛䚹

䛆䠯䠞䠫䡏䛇
䐟䕿䕿 [ㄆ▱㡿ᇦ䠄᝿㉳䠅]
䐠䕿䕿 [ㄆ▱㡿ᇦ䠄ゎ㔘䠅]
䐡䕿䕿 [ㄆ▱㡿ᇦ䠄ၥ㢟ゎỴ䠅]
䐢䕿䕿 [᝟ព㡿ᇦ]
䐣䕿䕿 [⢭⚄㐠ື㡿ᇦ]

䠞䜾䝹䞊䝥
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䝴䝙䝑䝖䠒䛂᭷⑓⪅ṑ⛉䞉㧗㱋⪅ṑ⛉䛃

䛆䠣䠥䠫䛇 ᭷⑓⪅䞉㧗㱋⪅䛻ᑐ䛧䚸ṑ⛉デ⒪䜢Ᏻ඲䞉Ᏻᚰ䛻
ᐇ㊶䛩䜛䛯䜑䛻䚸䛭䛾≉ᛶ䛻㛵䛩䜛ᚲせ䛺⮫ᗋ⬟ຊ䜢⩦ᚓ
䛩䜛䚹

䛆䠯䠞䠫䡏䛇
䐟䕿䕿 [ㄆ▱㡿ᇦ䠄᝿㉳䠅]
䐠䕿䕿 [ㄆ▱㡿ᇦ䠄ゎ㔘䠅]
䐡䕿䕿 [ㄆ▱㡿ᇦ䠄ၥ㢟ゎỴ䠅]
䐢䕿䕿 [᝟ព㡿ᇦ]
䐣䕿䕿 [⢭⚄㐠ື㡿ᇦ]

䠞䜾䝹䞊䝥
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䠯-ϫ ṑ⛉་ᖌ⮫ᗋ◊ಟ䛾฿㐩┠ᶆ䛾ぢ┤䛧
䠟䜾䝹䞊䝥

䝁䞊䝇 䛸 䝴䝙䝑䝖

ᚲಟ䝁䞊䝇ྡ 䛂䝧䞊䝅䝑䜽䝁䞊䝇䛃

䝴䝙䝑䝖䠍 䛂ᝈ⪅Ᏻ඲⟶⌮䛃

䝴䝙䝑䝖䠎 䛂་⒪㠃᥋䛃

䝴䝙䝑䝖䠏 䛂⥲ྜデ⒪ィ⏬䛃

䝴䝙䝑䝖䠐 䛂἞⒪ᇶᮏᢏ⾡䛃

䝴䝙䝑䝖䠑 䛂ᛂᛴฎ⨨䛃

䝴䝙䝑䝖䠒 䛂ᩆᛴฎ⨨䛃

䝴䝙䝑䝖䠓 䛂ᆅᇦ་⒪䛃

㑅ᢥ䝁䞊䝇ྡ 䛂䜰䝗䝞䞁䝇䝁䞊䝇䛃

䝴䝙䝑䝖䠍 䛂ゼၥデ⒪䛃

䝴䝙䝑䝖䠎 䛂࿘⾡ᮇཱྀ⭍ᶵ⬟⟶⌮䛃

䝴䝙䝑䝖䠏 䛂ᦤ㣗ᄟୗ䝸䝝䝡䝸䝔䞊䝅䝵䞁䛃

䝴䝙䝑䝖䠐 䛂䜲䞁䝥䝷䞁䝖἞⒪䛃

䝴䝙䝑䝖䠑 䛂ᑂ⨾ṑ⛉἞⒪䛃

䝴䝙䝑䝖䠒 䛂▹ṇṑ⛉἞⒪䛃

䠟䜾䝹䞊䝥

䠣䠥䠫 䛸 䠯䠞䠫䡏

ᚲಟ䝁䞊䝇ྡ䛄䝧䞊䝅䝑䜽䝁䞊䝇䛅

䛆䠣䠥䠫䛇 ಶ䚻䛾ṑ⛉་ᖌ䛜⏕ᾭ䛻䜟䛯䜛◊ಟ䜢⾜䛖䛯䜑
䛻䚸ᝈ⪅䛾❧ሙ䛻❧䛳䛯⥲ྜⓗ䛺ṑ⛉་⒪䜢ᥦ౪䛷䛝䜛⮫
ᗋ⬟ຊ䜢㌟䛻௜䛡䜛䚹
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䠟䜾䝹䞊䝥

䠣䠥䠫 䛸 䠯䠞䠫䡏

㑅ᢥ䝁䞊䝇ྡ䛄䜰䝗䝞䞁䝇䝁䞊䝇䛅

䛆䠣䠥䠫䛇 ከᵝ໬䛩䜛ṑ⛉་⒪䛾䝙䞊䝈䛻ᛂ䛘䜛䛯䜑䛻䚸ṑ⛉་ᖌ䛸䛧
䛶ᚲせ䛺⮫ᗋ⬟ຊ䜢㌟䛻௜䛡䜛䚹

䝴䝙䝑䝖䠍䛂ゼၥデ⒪䛃

䛆䠣䠥䠫䛇 ㏻㝔ᅔ㞴䛺ᝈ⪅䛾䝙䞊䝈䛻ᛂ䛘䜛䛯䜑䛻䚸ṑ⛉་ᖌ䛸䛧䛶ᚲ
せ䛺▱㆑䚸ᢏ⬟ཬ䜃ែᗘ䜢㌟䛻௜䛡䜛䚹

䛆䠯䠞䠫䡏䛇
䐟 ་⒪䞉௓ㆤಖ㝤䛻䛚䛡䜛デ⒪ሗ㓘䜢ㄝ᫂䛩䜛䚹 [ゎ㔘]
䐠 ㏻㝔ᅔ㞴䛺ᝈ⪅⫼ᬒ䜢ㄝ᫂䛩䜛䚹[ゎ㔘]
䐡 ከ⫋✀䛸䛾㐺ษ䛺㐃ᦠ䜢⾜䛖䚹[ែᗘ]
䐢 ᝈ⪅ぶ᪘䛸㐺ษ䛻䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝖䛩䜛䚹 [ែᗘ]
䐣 ゼၥṑ⛉デ⒪䜢ᐇ㊶䛩䜛䚹[ᢏ⬟]
䐤 ⥅⥆ⓗ䛺ཱྀ⭍⟶⌮䜢ᐇ㊶䛩䜛䚹[ᢏ⬟]
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䠯-ϫ ṑ⛉་ᖌ⮫ᗋ◊ಟ䛾฿㐩┠ᶆ䛾ぢ┤䛧
䠠䜾䝹䞊䝥

䝁䞊䝇 䛸 䝴䝙䝑䝖

ᚲಟ䝁䞊䝇ྡ䛂⥲ྜデ⒪䝁䞊䝇䛃
䝴䝙䝑䝖䠍䛂་⒪㠃᥋䛃
䝴䝙䝑䝖䠎䛂⥲ྜデ⒪ィ⏬䛃
䝴䝙䝑䝖䠏䛂ண㜵䞉἞⒪ᇶᮏᢏ⾡䛃
䝴䝙䝑䝖䠐䛂ᛂᛴฎ⨨䛃
䝴䝙䝑䝖䠑䛂㧗㢖ᗘ἞⒪䛃
䝴䝙䝑䝖䠒䛂་⒪⟶⌮䞉ᆅᇦ་⒪䛃

㑅ᢥᚲಟ䝁䞊䝇ྡ䛂≉Ṧデ⒪䝁䞊䝇䛃
䝴䝙䝑䝖䠍䛂࿘⾡ᮇ䛃
䝴䝙䝑䝖䠎䛂ᦤ㣗ᄟୗ䛃
䝴䝙䝑䝖䠏䛂㞀䛜䛔⪅䛃
䝴䝙䝑䝖䠐䛂᭷⑓⪅䛃
䝴䝙䝑䝖䠑䛂ゼၥ䞉௓ㆤ䛃

ͤ䝴䝙䝑䝖䜢䠎䛴ᚲ䛪㑅ᢥ䠄䠎䛛᭶ͬ䠍䝴䝙䝑䝖䠅

䠠䜾䝹䞊䝥

䠣䠥䠫 䛸 䠯䠞䠫䡏

ᚲಟ䝁䞊䝇ྡ䛄⥲ྜデ⒪䝁䞊䝇䛅

䛆䠣䠥䠫䛇ಶ䚻䛾ṑ⛉་ᖌ䛜ᝈ⪅䛾❧ሙ䛻❧䛳䛯ṑ⛉་⒪
䜢ᐇ㊶䛷䛝䜛䜘䛖䛻䛺䜛䛯䜑䛻䚸ᇶᮏⓗ䛺ṑ⛉デ⒪䛻ᚲせ
䛺⮫ᗋ⬟ຊ䜢㌟䛻௜䛡䜛䚹

䝴䝙䝑䝖䠍䛂་⒪㠃᥋䛃

䛆䠣䠥䠫䛇 ᝈ⪅୰ᚰ䛾ṑ⛉デ⒪䜢ᐇ᪋䛩䜛䛯䜑䛻䚸་⒪㠃
᥋䛻䛴䛔䛶䛾▱㆑䚸ែᗘཬ䜃ᢏ⬟䜢㌟䛻௜䛡ᐇ㊶䛩䜛䚹
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䝴䝙䝑䝖䠎䛂⥲ྜデ⒪ィ⏬䛃

䛆䠣䠥䠫䛇 ຠᯝⓗ䛷ຠ⋡䛾Ⰻ䛔ṑ⛉デ⒪䜢⾜䛖䛯䜑䛻䚸⥲
ྜデ⒪ィ⏬䛾❧᱌䛻ᚲせ䛺⬟ຊ䜢㌟䛻௜䛡䜛䚹

䠠䜾䝹䞊䝥

䝴䝙䝑䝖䠏䛂ண㜵䞉἞⒪ᇶᮏᢏ⾡䛃

䛆䠣䠥䠫䛇 ṑ⛉⑌ᝈ䛸ᶵ⬟㞀ᐖ䜢ண㜵䞉἞⒪䞉⟶⌮䛩䜛䛯䜑
䛻䚸ᚲせ䛺ᇶᮏᢏ⾡䜢㌟䛻௜䛡䜛䚹

䠠䜾䝹䞊䝥
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䝴䝙䝑䝖䠐䛂ᛂᛴฎ⨨䛃

䛆䠣䠥䠫䛇 ୍⯡ⓗ䛺ṑ⛉⑌ᝈ䛻ᑐฎ䛩䜛䛯䜑䛻䚸ᛂᛴฎ⨨
䜢せ䛩䜛⑕౛䛻ᑐ䛧䛶䚸ᚲせ䛺⬟ຊ䜢㌟䛻௜䛡䜛䚹

䠠䜾䝹䞊䝥

䝴䝙䝑䝖䠑䛂㧗㢖ᗘ἞⒪䛃

䛆䠣䠥䠫䛇 ୍⯡ⓗ䛺ṑ⛉⑌ᝈ䛻ᑐฎ䛩䜛䛯䜑䛻䚸㧗㢖ᗘ䛻
㐼㐝䛩䜛⑕౛䛻ᑐ䛧䛶䚸ᚲせ䛺⮫ᗋ⬟ຊ䜢㌟䛻௜䛡䜛䚹

䠠䜾䝹䞊䝥
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䝴䝙䝑䝖䠒䛂་⒪⟶⌮䞉ᆅᇦ་⒪䛃

䛆䠣䠥䠫䛇 ṑ⛉་ᖌ䛾♫఍ⓗᙺ๭䜢ᯝ䛯䛩䛯䜑䚸ᚲせ䛸䛺
䜛་⒪⟶⌮䞉♫఍་⒪䛻㛵䛩䜛⬟ຊ䜢㌟䛻௜䛡䜛䚹

䠠䜾䝹䞊䝥

䠠䜾䝹䞊䝥

䠣䠥䠫 䛸 䠯䠞䠫䡏

㑅ᢥᚲಟ䝁䞊䝇ྡ䛄≉Ṧデ⒪䝁䞊䝇䛅 ͤ䝴䝙䝑䝖䜢䠎䛴ᚲ䛪㑅ᢥ

䛆䠣䠥䠫䛇 ♫఍䛾䝙䞊䝈䛻ᑐᛂ䛩䜛䛯䜑䛻䚸඲㌟⑌ᝈ➼䜢᭷䛩䜛ᝈ⪅
䛻ᑐ䛧䛶䚸䜘䜚ᗈ⠊ᅖ䛺▱㆑䞉ែᗘཬ䜃ᢏ⬟䜢㌟䛻௜䛡䜛䚹

䝴䝙䝑䝖䠍䛂࿘⾡ᮇ䛃

䛆䠣䠥䠫䛇 ࿘⾡ᮇᝈ⪅䛾ཱྀ⭍ᶵ⬟⟶⌮䜢ᐇ᪋䛩䜛䛯䜑䛻䚸ᚲせ䛺▱
㆑䞉ែᗘཬ䜃ᢏ⬟䜢㌟䛻௜䛡䜛䚹

䛆䠯䠞䠫䡏䛇
䐟࿘⾡ᮇᝈ⪅䛾ཱྀ⭍ෆデᰝ䛩䜛䚹 [ᢏ⬟]
䐠࿘⾡ᮇᝈ⪅䛾⑓ែ䛻㓄៖䛩䜛䚹[ែᗘ]
䐡ཱྀ⭍ᶵ⬟⟶⌮䛾㔜せᛶ䛻䛴䛔䛶ᝈ⪅䛻ㄝ᫂䛩䜛䚹 [ᢏ⬟]
䐢἞⒪ィ⏬䜢❧᱌䛩䜛䚹 [▱㆑䠖ၥ㢟ゎỴ]
䐣䝏䞊䝮䞉ከ⫋✀㐃ᦠ䛻ཧຍ䛩䜛䚹 [ែᗘ]
䐤࿘⾡ᮇཱྀ⭍ᶵ⬟⟶⌮䜢ᐇ᪋䛩䜛䚹 [ᢏ⬟]
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䝴䝙䝑䝖䠎䛂ᦤ㣗ᄟୗ䛃

䛆䠣䠥䠫䛇ᦤ㣗ᄟୗᶵ⬟ᅇ᚟䞉⥔ᣢ䛾䛯䜑䛻ᚲせ䛺▱㆑䞉ែ
ᗘཬ䜃ᢏ⬟䜢㌟䛻௜䛡䜛䚹

䠠䜾䝹䞊䝥

䝴䝙䝑䝖䠏䛂㞀䛜䛔⪅䛃

䛆䠣䠥䠫䛇 㞀䛜䛔⪅䛾ཱྀ⭍ᶵ⬟⟶⌮䜢ᐇ᪋䛩䜛䛯䜑䛻䚸ᚲ
せ䛺▱㆑䞉ែᗘཬ䜃ᢏ⬟䜢㌟䛻௜䛡䜛䚹

䠠䜾䝹䞊䝥
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䝴䝙䝑䝖䠐䛂᭷⑓⪅䛃

䛆䠣䠥䠫䛇 ඲㌟≧ែ䜢㓄៖䛧䚸ṑ⛉἞⒪䜢ᐇ᪋䛩䜛䛯䜑䛻
ᚲせ䛺▱㆑䞉ែᗘཬ䜃ᢏ⬟䜢㌟䛻௜䛡䜛䚹

䠠䜾䝹䞊䝥

䝴䝙䝑䝖䠑䛂ゼၥ䞉௓ㆤ䛃

䛆䠣䠥䠫䛇 ゼၥ௓ㆤ䛜ᚲせ䛺ᝈ⪅䜈䛾ṑ⛉἞⒪䜢ᐇ᪋䛩䜛
䛯䜑䛻䚸ᚲせ䛺▱㆑䞉ែᗘཬ䜃ᢏ⬟䜢㌟䛻௜䛡䜛䚹

䠠䜾䝹䞊䝥
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䠯-ϫ ṑ⛉་ᖌ⮫ᗋ◊ಟ䛾฿㐩┠ᶆ䛾ぢ┤䛧
䠡䜾䝹䞊䝥

䝁䞊䝇 䛸 䝴䝙䝑䝖

ᚲಟ䝁䞊䝇ྡ䛂ᇶᮏ⩦ᚓ䝁䞊䝇䛃

䝴䝙䝑䝖䠍 䛂ᑟධ◊ಟ䠄་⒪㠃᥋䞉⥲ྜデ⒪ィ⏬䠅䛃

䝴䝙䝑䝖䠎 䛂㧗㢖ᗘ἞⒪䛃

䝴䝙䝑䝖䠏 䛂ண㜵䞉἞⒪ᇶᮏᢏ⾡䛃

䝴䝙䝑䝖䠐 䛂㧗㱋⪅デ⒪䛃

䝴䝙䝑䝖䠑 䛂་⛉ṑ⛉㐃ᦠ䠄࿘⾡ᮇ⟶⌮䠅䛃

䝴䝙䝑䝖䠒 䛂㞀ᐖ⪅デ⒪䛃

䝴䝙䝑䝖䠓 䛂䝏䞊䝮་⒪䞉ᆅᇦ་⒪䠄ゼၥデ⒪䠅䛃

䝴䝙䝑䝖䠔 䛂ឤᰁண㜵䞉་⒪Ᏻ඲䛃

㑅ᢥᚲಟ䝁䞊䝇ྡ䛂ᛂ⏝ᐇ㊶䠄䠝䠅䝁䞊䝇䛃

䝴䝙䝑䝖䠍 䛂ᦤ㣗ᄟୗ䛃

䝴䝙䝑䝖䠎 䛂╧╀᫬↓࿧྾䛃

䝴䝙䝑䝖䠏 䛂䠰䠩䠠䛃

䝴䝙䝑䝖䠐 䛂㢡⿵⥛䛃

ͤ䝴䝙䝑䝖䜢䠍䛴ᚲ䛪㑅ᢥ

㑅ᢥᚲಟ䝁䞊䝇ྡ䛂ᛂ⏝ᐇ㊶䠄䠞䠅䝁䞊䝇䛃

䝴䝙䝑䝖䠍 䛂▹ṇ἞⒪䛃

䝴䝙䝑䝖䠎 䛂䜲䞁䝥䝷䞁䝖἞⒪䛃

䝴䝙䝑䝖䠏 䛂ṑ࿘እ⛉἞⒪䛃

䝴䝙䝑䝖䠐 䛂እ⛉ᑠᡭ⾡䛃

ͤ䝴䝙䝑䝖䜢䠍䛴ᚲ䛪㑅ᢥ

䠡䜾䝹䞊䝥

䠣䠥䠫 䛸 䠯䠞䠫䡏

ᚲಟ䝁䞊䝇ྡ䛄ᇶᮏ⩦ᚓ䝁䞊䝇䛅

䛆䠣䠥䠫䛇 ᑗ᮶♫఍䛾䝙䞊䝈䛻ᑐᛂ䛷䛝䜛ṑ⛉་ᖌ䛻䛺䜛䛯䜑䛻䚸ᇶᮏ
ⓗ䛺▱㆑䞉ែᗘ䞉ᢏ⾡䜢⩦ᚓ䛩䜛䚹

䝴䝙䝑䝖䠍䛂ᑟධ◊ಟ䠄་⒪㠃᥋䞉⥲ྜデ⒪ィ⏬䠅 䛃
䛆䠣䠥䠫䛇 ᇶᮏⓗ䛺ṑ⛉デ⒪䜢ᐇ᪋䛩䜛䛯䜑䛻ᚲせ䛺▱㆑䞉ែᗘཬ䜃ᢏ⬟䜢⩦ᚓ䛩䜛䚹

䝴䝙䝑䝖䠎䛂㧗㢖ᗘ἞⒪䛃

䛆䠣䠥䠫䛇 ୍⯡ⓗ䛺ṑ⛉⑌ᝈᑐฎ䛩䜛䛯䜑䛻㧗㢖ᗘ䛻㐼㐝䛩䜛⑕౛䛻ᑐ䛧䛶ᚲせ䛺⮫ᗋ⬟ຊ
䜢㌟䛻䛴䛡䜛䚹
䝴䝙䝑䝖䠏䛂ண㜵䞉἞⒪ᇶᮏᢏ⾡䛃
䛆䠣䠥䠫䛇 ೺ᖖ䛺ཱྀ⭍ᶵ⬟䜢⥔ᣢ䛩䜛䛯䜑䛻ᚲせ䛺▱㆑䞉ែᗘཬ䜃ᢏ⬟䜢⩦ᚓ䛩䜛䚹

䝴䝙䝑䝖䠐䛂㧗㱋⪅デ⒪䛃
䛆䠣䠥䠫䛇 㧗㱋⪅䛻ᑐ䛧䚸ṑ⛉デ⒪䜢Ᏻᚰ䞉Ᏻ඲䛻ᐇ᪋䛩䜛䛯䜑䛾ᇶᮏⓗ⬟ຊ䜢⩦ᚓ䛩䜛䚹

䝴䝙䝑䝖䠑䛂་⛉ṑ⛉㐃ᦠ䠄࿘⾡ᮇ⟶⌮䠅 䛃

䛆䠣䠥䠫䛇 ṑ⛉་ᖌ䛾♫఍ⓗ䝙䞊䝈䜢ᯝ䛯䛩䛯䜑䛻ᚲせ䛸䛺䜛་⒪⟶⌮䞉࿘⾡ᮇཱྀ⭍⟶⌮䛻
㛵䛩䜛ᚲせ䛺▱㆑䞉ែᗘཬ䜃ᢏ⬟䜢⩦ᚓ䛩䜛䚹
䝴䝙䝑䝖䠒䛂㞀ᐖ⪅デ⒪䛃
䛆䠣䠥䠫䛇 㞀ᐖ⪅䛻ᑐ䛧䚸ṑ⛉デ⒪䜢Ᏻᚰ䞉Ᏻ඲䛻ᐇ᪋䛩䜛䛯䜑䛾ᇶᮏⓗ⬟ຊ䜢⩦ᚓ䛩䜛䚹

䝴䝙䝑䝖䠓䛂䝏䞊䝮་⒪䞉ᆅᇦ་⒪䠄ゼၥデ⒪䠅 䛃

䛆䠣䠥䠫䛇 ᆅᇦṑ⛉་⒪䜔ಖ೺άື䛻䛚䛔䛶䚸ṑ⛉་⒪䛻䛚䛡䜛ㄢ㢟䜢ゎỴ䛩䜛䛯䜑䛻ᚲせ
䛺▱㆑䞉ែᗘཬ䜃ᢏ⬟䜢⩦ᚓ䛩䜛䚹
䝴䝙䝑䝖䠔䠖 䛂ឤᰁண㜵䞉་⒪Ᏻ඲䛃
䛆䠣䠥䠫䛇 ෇⁥䛷Ᏻ඲䛺ṑ⛉་⒪䜢⾜䛖䛯䜑䛻ᚲせ䛺ឤᰁண㜵䛚䜘䜃་⒪Ᏻ඲䛻㛵䛩䜛▱㆑䞉
ែᗘཬ䜃ᢏ⬟䜢⩦ᚓ䛩䜛䚹
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䠡䜾䝹䞊䝥

䠣䠥䠫 䛸 䠯䠞䠫䡏
㑅ᢥᚲಟ䝁䞊䝇ྡ䛄ᐇ㊶ᛂ⏝䠄䠝䠅䝁䞊䝇䛅

䛆䠣䠥䠫䛇 ከᵝ໬䛩䜛♫఍䛾䝙䞊䝈䛻ᑐᛂ䛷䛝䜛ṑ⛉་ᖌ䛻䛺䜛䛯䜑䛻䚸ᇶ
ᮏⓗ䛺▱㆑䞉ែᗘ䞉ᢏ⾡䜢⩦ᚓ䛩䜛䚹

䝴䝙䝑䝖䠍䛂ᦤ㣗ᄟୗ䛃
䛆䠣䠥䠫䛇 ᦤ㣗ᄟୗᶵ⬟䛾⥔ᣢ䞉ᨵၿ䛻ᚲせ䛺▱㆑䞉ែᗘ䛚䜘䜃ᢏ⬟䜢⩦ᚓ䛩䜛䚹

䝴䝙䝑䝖䠎䛂╧╀᫬↓࿧྾䛃

䛆䠣䠥䠫䛇 ╧╀᫬↓࿧྾⑕ೃ⩌䛾ᴫせ䞉デ᩿䞉἞⒪᪉ἲ䞉ண㜵᪉ἲ䛾ᚲせ䛺▱㆑䞉ែᗘཬ䜃ᢏ⬟䜢
⩦ᚓ䛩䜛䚹

䝴䝙䝑䝖䠏䛂䠰䠩䠠䛃
䛆䠣䠥䠫䛇 㢡㛵⠇⑕䛾ᴫせ䞉デ᩿䞉἞⒪᪉ἲ䞉ண㜵᪉ἲ䛾ᚲせ䛺▱㆑䞉ែᗘཬ䜃ᢏ⬟䜢⩦ᚓ䛩䜛䚹

䝴䝙䝑䝖䠐䛂㢡⿵⥛䛃
䛆䠣䠥䠫䛇 ᇶᮏⓗ䛺㢡⿵⥛἞⒪䜢ᐇ᪋䛩䜛䛯䜑䛻ᚲせ䛺▱㆑䞉ែᗘཬ䜃ᢏ⬟䜢⩦ᚓ䛩䜛䚹

䠡䜾䝹䞊䝥

䠣䠥䠫 䛸 䠯䠞䠫䡏

㑅ᢥᚲಟ䝁䞊䝇ྡ䛄ᛂ⏝ᐇ㊶䠄䠞䠅䝁䞊䝇䛅
䛆䠣䠥䠫䛇 ⏕ᾭ◊ಟ䛾䛯䜑䛻ᚲせ䛺ᑓ㛛ⓗศ㔝䛾ᇶᮏ䜢⩦ᚓ䛩䜛䚹

䝴䝙䝑䝖䠍䛂ṑ⛉▹ṇ἞⒪䛃
䛆䠣䠥䠫䛇 ᇶᮏⓗ䛺ṑ⛉▹ṇ἞⒪䜢ᐇ᪋䛩䜛䛯䜑䛻ᚲせ䛺▱㆑䞉ែᗘཬ䜃ᢏ⬟䜢⩦ᚓ䛩䜛䚹

䝴䝙䝑䝖䠎䛂䜲䞁䝥䝷䞁䝖἞⒪䛃
䛆䠣䠥䠫䛇 ᇶᮏⓗ䛺䜲䞁䝥䝷䞁䝖἞⒪䜢ᐇ᪋䛩䜛䛯䜑䛻ᚲせ䛺▱㆑䞉ែᗘཬ䜃ᢏ⬟䜢⩦ᚓ䛩䜛䚹

䝴䝙䝑䝖䠏䛂ṑ࿘እ⛉἞⒪䛃
䛆䠣䠥䠫䛇 ᇶᮏⓗ䛺ṑ࿘እ⛉἞⒪䜢ᐇ᪋䛩䜛䛯䜑䛻ᚲせ䛺▱㆑䞉ែᗘཬ䜃ᢏ⬟䜢⩦ᚓ䛩䜛䚹

䝴䝙䝑䝖䠐䛂እ⛉ᑠᡭ⾡䛃
䛆䠣䠥䠫䛇 ᇶᮏⓗ䛺እ⛉ᑠᡭ⾡䜢ᐇ᪋䛩䜛䛯䜑䛻ᚲせ䛺▱㆑䞉ែᗘཬ䜃ᢏ⬟䜢⩦ᚓ䛩䜛䚹
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䠡䜾䝹䞊䝥

䠣䠥䠫 䛸 䠯䠞䠫䡏

㑅ᢥᚲಟ䝁䞊䝇ྡ䛄ᛂ⏝ᐇ㊶䠄䠝䠅䝁䞊䝇䛅

䛆䠣䠥䠫䛇 ከᵝ໬䛩䜛♫఍䛾䝙䞊䝈䛻ᑐᛂ䛷䛝䜛ṑ⛉
་ᖌ䛻䛺䜛䛯䜑䛻䚸ᇶᮏⓗ䛺▱㆑䞉ែᗘ䞉ᢏ⾡䜢⩦ᚓ
䛩䜛䚹

䝴䝙䝑䝖䠍䛂ᦤ㣗ᄟୗ䛃

䛆䠣䠥䠫䛇 ᦤ㣗ᄟୗᶵ⬟䛾⥔ᣢ䞉ᨵၿ䛻ᚲせ䛺▱㆑䞉ែᗘ
䛚䜘䜃ᢏ⬟䜢⩦ᚓ䛩䜛䚹

䛆䠯䠞䠫䡏䛇
䐟ᦤ㣗ᄟୗ䛻㛵㐃䛩䜛⑌ᝈ䛾⑓ែ䜢ㄝ᫂䛩䜛䚹 [▱㆑䠖ㄆ▱㡿ᇦ䠄᝿㉳䠅]
䐠ᦤ㣗ᄟୗᶵ⬟䜢ホ౯䛩䜛䚹 [▱㆑䠖ㄆ▱㡿ᇦ䠄ゎ㔘䠅]
䐡䝸䝝䝡䝸䝔䞊䝅䝵䞁䜿䜰䝥䝷䞁䜢ᥦ♧䛩䜛䚹 [▱㆑䠖ㄆ▱㡿ᇦ䠄ၥ㢟ゎỴ䠅]
䐢ᦤ㣗ᄟୗ䛻䛴䛔䛶䛾ືᶵ䛵䛡䛜䛷䛝䜛 [ែᗘ䠖᝟ព㡿ᇦ]
䐣ᑓ㛛ⓗཱྀ⭍䜿䜰䜢ᐇ㊶䛩䜛䚹 [ᢏ⬟䠖䝁䞁䝖䝻䞊䝹]
䐤ཱྀ⭍䝸䝝䝡䝸䝔䞊䝅䝵䞁䛻ᚲせ䛺ṑ⛉἞⒪䜢ᐇ㊶䛩䜛䚹[ᢏ⬟䠖䝁䞁䝖䝻䞊䝹]
䐥௚⫋✀䛾᪉䛻㐺ษ䛺䝸䝝䝡䝸䝔䞊䝅䝵䞁䛻㛵䛩䜛ᣦ♧䛜䛷䛝䜛䚹[ែᗘ䠖᝟ព㡿ᇦ]
䐦㐺ษ䛺ཱྀ⭍ᶵ⬟䛾⥔ᣢ䛸⟶⌮䜢ᐇ㊶䛩䜛䚹[ᢏ⬟䠖䝁䞁䝖䝻䞊䝹]

－52－
32



㹑㸫ϫ㸸ṑ⛉་ᖌ⮫ᗋ◊ಟࡢ฿㐩┠ᶆࡢぢ┤ࡋ� � � ウ㆟ෆᐜࡢグ㘓� � � 㸿ࣉ࣮ࣝࢢ� � �

�

ṑ⛉་ᖌ⮫ᗋ◊ಟࡢ฿㐩┠ᶆࡢぢ┤࡚࠸ࡘ࡟ࡋウ㆟ࠋࡓࡗ⾜ࢆ�

ࡢࢫ࣮ࢥ㑅ᢥᚲಟࡧࡼ࠾㸪ᚲಟࡣࢫ࣮ࢥ � �ࠋࡓࡋ࡜ࢫ࣮ࢥ

ᚲಟࠗྡࢫ࣮ࢥᚲಟࡣ࠘ࢫ࣮ࢥ � �ࠋࡓࢀࡉᵓᡂ࡛ࢺࢵࢽࣘ

� ࠙㹅㹇㹍ࠚ� ಶࡢࠎṑ⛉་ᖌࡀᝈ⪅ࡢ❧ሙࡓࡗ❧࡟ṑ⛉་⒪ࢆᐇ㊶࡛ࠊ࡟ࡵࡓࡿ࡞࡟࠺ࡼࡿࡁᇶᮏⓗ࡞ṑ⛉デ⒪࡟ᚲせ࡞⮫ᗋ⬟ຊ

�ࡿࡅ௜࡟㌟ࢆ

ࢫࣥࢼࢸࣥ࢖ண㜵࣭࣓ࠕ㸯ࢺࢵࢽࣘ 㸸ࠖ�

� ࠙㹅㹇㹍ࠚ� ṑ⛉⑌ᝈࡧࡼ࠾ṑ⛉἞⒪ᚋࡢ஧ḟⓗ⑌ᝈࢆண㜵ࠊ࡟ࡵࡓࡿࡍᚲせ࡞ᇶᮏⓗ▱㆑ࠊែᗘࡧࡼ࠾ᢏ⬟ࢆ⩦ᚓࠋࡿࡍ�

�ࠖ⨨ᛂᛴฎ⨨࣭ᩆᛴฎࠕ㸰ࢺࢵࢽࣘ

� ࠙㹅㹇㹍ࠚ� ୍⯡ⓗ࡞ṑ⛉⑌ᝈ࡟ᑐࡿࡍᛂᛴฎ⨨ࢆᏳ඲ࠊ࡟ࡵࡓ࠺⾜࡟ᚲせ࡞⮫ᗋ⬟ຊࢆ㌟࡟௜ࠋࡿࡅ�

�㧗㢖ᗘ἞⒪ࠖࠕ㸱ࢺࢵࢽࣘ

� ࠙㹅㹇㹍ࠚ� ୍⯡ⓗ࡞ṑ⛉⑌ᝈ࡟ᑐฎࠊ࡟ࡵࡓࡿࡍ㧗㢖ᗘ࡟㐼㐝ࡿࡍ⑕౛࡟ᑐ࡚ࡋᚲせ࡞⮫ᗋ⬟ຊࢆ㌟࡟௜ࡿࡅ�

�ࠖ⌮⟶་⒪ࠕ㸲ࢺࢵࢽࣘ

� ࠙㹅㹇㹍ࠚ� Ᏻ඲ࡘ࠿㐺ษ࡞ṑ⛉デ⒪ࠊ࡟ࡵࡓ࠺⾜ࢆᚲせࡿ࡞࡜་⒪⟶⌮࡟㛵ࡿࡍ▱㆑ࠊ⬟ຊࢆ㌟࡟௜ࠋࡿࡅ�

�

㑅ᢥᚲಟࠗྡࢫ࣮ࢥ㑅ᢥᚲಟࡣ࠘ࢫ࣮ࢥ � �ࠋࡓࡋ࡜㑅ᢥࡎᚲࡘ㸰ࢆࢺࢵࢽ㸪ࣘࢀࡉᵓᡂ࡛ࢺࢵࢽࣘ

� ࠙㹅㹇㹍ࠚ� ⏕ᾭࡿࡓࢃ࡟◊ಟࡾࡼࠊ࡟ࡵࡓ࠺⾜ࢆᗈ⠊ᅖࡢṑ⛉་⒪࡚࠸ࡘ࡟▱㆑ࠊែᗘࡧࡼ࠾ᢏ⬟ࢆ⩦ᚓࠋࡿࡍ�

�་⒪࣒࣮ࠖࢳࠕ㸯ࢺࢵࢽࣘ

� ࠙㹅㹇㹍ࠚ� �ࠋࡿࡅࡘ࡟㌟ࢆ⬟ᢏࡧࡼ࠾ែᗘࠊ㆑▱࡞ᚲせࠊ࡟ࡵࡓࡍࡓᯝࢆᙺ๭ࠊ⩏ពࡢ୰࡛ṑ⛉་ᖌࡢ་⒪࣒࣮ࢳ

�ࠖ⨨ᩆᛴᩆ࿨ฎࠕ㸰ࢺࢵࢽࣘ

� ࠙㹅㹇㹍ࠚ� ṑ⛉デ⒪ࢆᏳ඲ࠊ࡟ࡵࡓ࠺⾜࡟ᚲせ࡞ᩆᛴᩆ࿨ฎ⨨࡟㛵ࡿࡍ▱㆑ࡧࡼ࠾⮫ᗋࡿࡅ࠾࡟ᑐᛂ⬟ຊࢆ㌟࡟௜ࠋࡿࡅ�

�ᆅᇦໟᣓ་⒪ࠖࠕ㸱ࢺࢵࢽࣘ

� ࠙㹅㹇㹍ࠚ� ṑ⛉デ⒪ࢆ㐺ษࠊ࡟ࡵࡓ࠺⾜࡟ᆅᇦ་⒪ࡢ࡚࠸ࡘ࡟▱㆑ࠊែᗘࡧࡼ࠾ᢏ⬟ࢆ⩦ᚓࠋࡿࡍ�

�ࠖ⪅㧗㱋ࠕ㸲ࢺࢵࢽࣘ

� ࠙㹅㹇㹍ࠚ� 㧗㱋⪅ࠊ⭍ཱྀࡢ඲㌟ࡢ≉ᛶ࡟༶ࡓࡋṑ⛉་⒪ࠊ࡟ࡵࡓ࠺⾜ࢆᚲせࡿ࡞࡜▱㆑ࠊែᗘࡧࡼ࠾ᢏ⬟ࢆ⩦ᚓࠋࡿࡍ�

ࢺࢵࢽࣘ ࡢ㸪௨ୗࡣ࡛⪅㧗㱋ࡢ� � ࡢࡘ 6%2㹱࡛ᵓᡂࠋࡓࡋ࡟࠺ࡼࡿࢀࡉ�

� ࠙㹑㹀㹍㹱ࠚ�

ձࠊ⼃࠺ṑ࿘⑌ᝈ࡬ᑐᛂࡿࡍ� � >ᢏ⬟㸸࣮ࣝࣟࢺࣥࢥ@�

ղṑࡢḞᦆ࡬ᑐᛂࡿࡍ� � >ᢏ⬟㸸࣮ࣝࣟࢺࣥࢥ@�

ճᦤ㣗ᄟୗࣜࢆࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁᐇ㊶ࡿࡍ� � >ᢏ⬟㸸ᶍೌ@�

մ་⛉⑌ᝈࢆ⌮⟶ࢡࢫࣜࡢᐇ㊶ࡿࡍ� �>ᢏ⬟㸸ᶍೌ@�

յຍ㱋࡟కཱྀ࠺⭍ᶵ⬟పୗ࡚࠸ࡘ࡟ㄝ᫂ࡿࡍ� >▱㆑㸸ゎ㔘@�

նᰤ㣴⟶⌮࡚࠸ࡘ࡟ㄝ᫂ࡿࡍ� � >▱㆑㸸ゎ㔘@�

շ㧗㱋⪅ࡢ 42/ �ࡿࡍ㓄៖࡟ � � >ែᗘ㸸཯ᛂ@�

�

�

�

�

�
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㸯ࠊ� �㑅ᢥ㸹ࡢࢫ࣮ࢥ

㸰ࠊ� ◊ಟ⤊஢᫬ࡢ◊ಟ་ࢪ࣮࣓࢖ࡢ�

᭷⑓⪅ṑ⛉ࠊ࿘⾡ᮇཱྀ࣭⭍ࢸࣝ࢝ࠊ➼࢔ࢣグ㍕ࠊᛂᛴฎ⨨ࠊᆅᇦ་⒪ࠊ་⒪Ᏻ඲ࠊ἞⒪ィ⏬ࡢ❧᱌�

ಖ㝤デ⒪ࠊ඲㌟≧ែࡢᢕᥱ�

▹ṇཱྀࠊእ➼ࡣ㑅ᢥ㸽�

㸱ࠊ� ᚲಟࢺࢵࢽࣘࡢࢫ࣮ࢥỴᐃ�

⮫ᗋุ᩿㸦་⒪㠃᥋ࠊ⥲ྜ἞⒪ィ⏬㸧�

་⒪⟶⌮㸦་⒪Ᏻ඲ࢸࣝ࢝ࠊグ㍕ࠊಖ㝤デ⒪㸧�

㧗㢖ᗘ἞⒪㸦ᛂᛴฎ⨨㸧�

་⒪㐃ᦠ㸦ᆅᇦ་⒪㸧�

࿘⾡ᮇཱྀ⭍ᶵ⬟⟶⌮㸦࿘⾡ᮇ࢔ࢣ⭍ཱྀࠊ㸧�

᭷⑓⪅ṑ⛉࣭㧗㱋⪅ṑ⛉㸦඲㌟≧ែࡢᢕᥱ㸧�

㸲ࠊ� ▹ṇཱྀࠊእ➼ࡣ㑅ᢥЍ᫬㛫ࡃ࡞ࡀసᡂ࡛ࡎࡁ�

�

ᚲಟ࡛ࢫ࣮ࢥ㆟ㄽࡀศࠊࢀ࠿㑅ᢥ࡛ࡲࢫ࣮ࢥヰࢆ㐍࠸῝ࡾ࡞࠿ࠊࡀࡓࡗ࠿࡞ࢀࡽࡵ㆟ㄽࠋࡓࡁ࡛ࡀ�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
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㹑㸫ϫ㸸ṑ⛉་ᖌ⮫ᗋ◊ಟࡢ฿㐩┠ᶆࡢぢ┤ࡋ� � � � � ウ㆟ෆᐜࡢグ㘓� � � � 㹁ࣉ࣮ࣝࢢ� � � �

ࡃࡁ኱ࡣࢫ࣮ࢥ ࠊࡣ᪉୍࠺ࡶࠋࡓࡅ௜ྡ࡜ࢫ࣮ࢥࢡࢵࢩ࣮࡚࣋ࡋ࡜ࢫ࣮ࢥᚲ㡲ࢆෆᐜࡁ࡭ࡃ࠾࡚ࡋ⇍⩦࡟ᇶᮏⓗࠋࡓࡋศ㢮࡟ࡘ�

ࠋࣘࡓࡅ௜ྡ࡜ࢫ࣮ࢥࢫࣥࣂࢻ࢔࡚ࡋ࡜ࢫ࣮ࢥ㑅ᢥࠊ࡟࠺ࡼࡿࡁ㑅ᢥ࡛ࢆ⬟ᢏࠊែᗘࠊ㆑▱࡞ᑓ㛛ⓗ࡟ࡽࡉ ࠊࡣ࡚ࡋ㛵࡟グ㏙ࡢࢺࢵࢽ

ཎ᱌ࡢ⾜ື┠ᶆ୍ࢆ㏻ࡾぢࠊ࡚ࡋࢃࡲᇶᮏ⩦⇍࡜ࢫ࣮ࢥᇶᮏ⩦ᚓ࡛ࢺࢵࢽࣘࡢࢫ࣮ࢥ㔜」ࡸࡢࡶࡿ࠸࡚ࡋ㔜せ࡜ᛮ࣋ࠊࢆࡢࡶࡿࢀࢃ

┒࡟ࢫ࣮ࢥࢫࣥࣂࢻ࢔ࡣ࡝࡞ṇ▹ࠊ⨾ᑂࠊࢺࣥࣛࣉࣥ࢖ࠊᦤ㣗ᄟୗࠊෆᐜ࡞ᑓ㛛ⓗࠊ࡚ࡋࡑࠋࡔࢇ㎸ࡾ┒࡟ⓗ⨶⥙࡟ࢫ࣮ࢥࢡࢵࢩ࣮

ࢆ࡝࡞Ꮫᰯ᳨デࡣᆅᇦ་⒪ࡢࢫ࣮ࢥࢡࢵࢩ࣮࣋ࠊࡾ࠶ࡀ㆟ㄽࡢ࡜ࠊࡣ࡛ࡢࡿ࠶ࡀ㒊ศࡿ࠸࡚ࡋ「㔜ࡣゼၥデ⒪࡜ᆅᇦ་⒪ࠋࡔࢇ㎸ࡾ

ࡢ࣮ࣂ࣓ࣥࠊ୰࡛ࡢࡑࠋࡓ࠼⪄࡜ࡿࡍព࿡ࢆデ⒪ࡿࡍゼၥ࡟௚᪋タࡣゼၥデ⒪ࡢࢫ࣮ࢥࢫࣥࣂࢻ࢔ࠊࡳྵ �ேࡀᐇ㝿࡟✚ᴟⓗ࡟ゼၥ

デ⒪ࠊࡾ࠾࡚ࡗ⾜ࢆゼၥデ⒪ࢆࢺࢵࢽࣘࡢ㑅ᢥࠊࡋ⾜ື┠ᶆࠋࡓ࠼⪄ࢆ▱㆑ࠊែᗘࠊᢏ⬟ࡾ┒ࡃ࡞ࢇ࡭ࢇࡲࢆ㎸࡛ࢇᵓᡂୖࠊ࠼⪄ࢆ

ࡀࢫࣥࢼࢸࣥ࢖࣓࡞ⓗ⥆⥅ࠊࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢ࡜ࣥࢯ࣮ࣃ࣮࢟ࠊከ⫋✀㐃ᦠࠊゎ⌮ࡢデ⒪ሗ㓘ࠋࡓࡋ㡰ᗎ࡛グ㍕࡞᫬⣔ิⓗࡽ࠿

㔜せ࡛ࡢ࡜࠺ࢁ࠶㆟ㄽࠋࡓࡗ࠶ࡀ�

�
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㹑㸫ϫ㸸ṑ⛉་ᖌ⮫ᗋ◊ಟࡢ฿㐩┠ᶆࡢぢ┤ࡋ� � � � ウ㆟ෆᐜࡢグ㘓� � � � 㹂ࣉ࣮ࣝࢢ� � � �

ྖ఍� 㸦㧗ᒣࢇࡉ㸧㸦グ㘓� ኱㏕㸧�

�ࡿࡵỴࢆࢺࢵࢽࣘࡧࡼ࠾ྡࢫ࣮ࢥ

⮫ᗋᐇ⩦࡛ᐇ᪋ࡓࡋෆᐜࢆᇶ♏࡚ࡋ࡟⮫ᗋ◊ಟ་ࢆࢫ࣮ࢥࡢ࡚ࡋ࡜సᡂࠋࡿࡍ�

᪂࠿࡟࡞ࡣࢬ࣮ࢽ࡞ࡓ㸽ᑗ᮶♫఍ࡢࢬ࣮ࢽࡢኚ໬࡟ᑐᛂ࡛ࡿࡁ�

� ᑠඣࠊ་⒪㐃ᦠࠊ᭷⑓⪅ࠊ㧗㱋⪅ࠊᦤ㣗ᄟୗࠊዷ፬ࠊከ⫋✀㐃ᦠࠊ࿘⾡ᮇࠊゼၥࠊᆅᇦ㐃ᦠ�

�ࠋࡓࡋỴᐃࢆྡࢫ࣮ࢥᚲಟࠊࡽ࠿ࢬ࣮ࢽࠊࡎࡲ

㑅ᢥᚲಟ࡛ࡲࡘࡃ࠸ࢆ㑅ᢥ࡛࠿ࡿࡁ㸽�

ᚲᚲಟࢫ࣮ࢥ㸦⥲ྜデ⒪ࢫ࣮ࢥࢥ㸧�

� >*,2@ಶࡢࠎṑ⛉་⒪ࡀᝈ⪅ࡢ❧ሙࡓࡗ❧࡟ṑ⛉་⒪ࢆᐇ㊶࡛ࠊ࡟ࡵࡓࡿ࡞࡟࠺ࡼࡿࡁᇶᮏⓗ࡞ṑ⛉デ⒪࡟ᚲせ࡞⮫ᗋ⬟ຊࢆ㌟࡟

�ࠋࡿࡅࡘ

z ࢺࢵࢽࣘ �� ་⒪㠃᥋�

� >*,2@ᝈ⪅୰ᚰࡢṑ⛉デ⒪ࢆᐇ᪋ࠊ࡟ࡵࡓࡿࡍ་⒪㠃᥋ࡢ࡚࠸ࡘ࡟▱㆑ࠊែᗘࢆ㌟࡚ࡅࡘ࡟ᐇ㊶ࡿࡍ�

z ࢺࢵࢽࣘ �� ⥲ྜ་⒪ィ⏬�

� >*,2@ຠᯝⓗ࡛ຠ⋡ࡢⰋ࠸ṑ⛉デ⒪ࠊ࡟ࡵࡓ࠺⾜ࢆ⥲ྜ἞⒪ィ⏬ࡢ❧᱌࡟ᚲせ࡞⬟ຊࢆ㌟ࠋࡿࡅࡘ࡟�

z ࢺࢵࢽࣘ �� ண㜵࣭἞⒪ᇶᮏᢏ⾡�

� >*,2@ṑ⛉⑌ᝈ࡜ᶵ⬟㞀ᐖࢆண㜵࣭἞⒪࣭⟶⌮ࠊ࡟ࡵࡓࡿࡍᚲせ࡞ᇶᮏⓗᢏ⾡ࢆ㌟ࠋࡿࡅࡘ࡟�

z ࢺࢵࢽࣘ �� ᛂᛴฎ⨨�

� >*,2@୍⯡ⓗ࡞ṑ⛉⑌ᝈ࡟ᑐฎࠊ࡟ࡵࡓࡿࡍᛂᛴฎ⨨ࢆせࡿࡍ⑕౛࡟ᑐࠊ࡚ࡋᚲせ࡞⮫ᗋ⬟ຊࢆ㌟ࡿࡅࡘ࡟�

z ࢺࢵࢽࣘ �� 㧗㢖ᗘ἞⒪�

� >*,2@� ୍⯡ⓗ࡞ṑ⛉⑌ᝈ࡟ᑐฎࠊ࡟ࡵࡓࡿࡍ㧗㢖ᗘ࡟㐼㐝ࡿࡍ⑕౛࡟ᑐࠊ࡚ࡋᚲせ࡞⮫ᗋ⬟ຊࢆ㌟ࠋࡿࡅࡘ࡟�

z ࢺࢵࢽࣘ �� ་⒪⟶⌮࣭ᆅᇦ་⒪�

� >*,2@ṑ⛉་ᖌࡢ♫఍ⓗᙺ๭ࠊࡵࡓࡍࡓࡣࢆᚲせࡿ࡞࡜་⒪⟶⌮࣭ᆅᇦ་⒪࡟㛵ࡿࡍ⬟ຊࢆ㌟ࠋࡿࡅࡘ࡟�

㑅㑅ᢥᚲಟࢫ࣮ࢥ㸦≉≉Ṧデ⒪ࢫ࣮ࢥ㸧㸨ࣘࢆࢺࢵࢽ㸰ࡘᚲࡎ㑅ᢥ� 㸯ࣘࢺࢵࢽ㸰ࣨ᭶�

� >*,2@� ♫఍࡟ࢬ࣮ࢽࡢᑐᛂࠊ࡟ࡵࡓࡿࡍ඲㌟⑌ᝈ➼ࢆᚲせ࡞▱㆑࣭ᢏ⬟࣭ែᗘࢆಟᚓࠋࡿࡍ�

z ࢺࢵࢽࣘ �� ࿘⾡ᮇ�

� >*,2@࿘⾡ᮇᝈ⪅ཱྀࡢ⭍ᶵ⬟⟶⌮ࢆᐇ᪋࡟ࡵࡓࡿࡍᚲせ࡞▱㆑ࠊᢏ⬟ࠊែᗘࢆ㌟ࡿࡅࡘ࡟�

z ࢺࢵࢽࣘ �� ᦤ㣗ᄟୗ�

� >*,2@ᦤ㣗ᄟୗᶵ⬟ᶵ⬟ᅇ᚟࣭⥔ᣢ࡟ࡵࡓࡢᚲせ࡞▱㆑ࠊᢏ⬟ࠊែᗘࢆ㌟ࠋࡿࡅࡘ࡟�

z ࢺࢵࢽࣘ �� 㞀࠸ࡀ⪅�

� >*,2@㞀ཱྀࡢ⪅࠸ࡀ⭍ᶵ⬟⟶⌮ࢆᐇ᪋࡟ࡵࡓࡿࡍᚲせ࡞▱㆑ࠊᢏ⬟ࠊែᗘࢆ㌟ࡿࡅࡘ࡟�

z ࢺࢵࢽࣘ �� ᭷⑓⪅�

� >*,2@᭷⑓⪅ࡢ඲㌟≧ែࢆ㓄៖ࡋṑ⛉἞⒪ࢆᐇ᪋࡟ࡵࡓࡿࡍᚲせ࡞▱㆑ࠊᢏ⬟ࠊែᗘࢆ㌟ࡿࡅࡘ࡟�

z ࢺࢵࢽࣘ �� ゼၥ௓ㆤ�

� >*,2@�ゼၥ௓ㆤࡀᚲせ࡞ᝈ⪅ࡢ࡬ṑ⛉἞⒪ࢆᐇ᪋࡟ࡵࡓࡿࡍᚲせ࡞▱㆑ࠊᢏ⬟ࠊែᗘࢆ㌟ࡿࡅࡘ࡟�

�

ᑠඣ࣭ࡢ࢕ࢸࢽࢱ࣐᱌ࠊࡀࡓࡗ࠶ࡀ≉Ṧ࡛ࡵࡓ࠸࡞ࡣ௒ᅇࠋࡓ࠸┬ࡣ�

㑅ᢥᚲಟࢫ࣮ࢥ㸦≉Ṧデ⒪ࢫ࣮ࢥ㸧�

ࢺࢵࢽࣘ �� ࿘⾡ᮇ�

>*,2@࿘⾡ᮇᝈ⪅ཱྀࡢ⭍ᶵ⬟⟶⌮ࢆᐇ᪋࡟ࡵࡓࡿࡍᚲせ࡞▱㆑ࠊᢏ⬟ࠊែᗘࢆ㌟ࡿࡅࡘ࡟�

>6%2V@�

�� ࿘⾡ᮇᝈ⪅ᝈ⪅ཱྀࡢ⭍ෆࢆデᰝࠋࡿࡍ>ᢏ⬟@�

�� ࿘⾡ᮇࡿࡅ࠾࡟ᝈ⪅ࡢ⑓ែ࣭ឤ᝟࡟㓄៖ࠋࡿࡍ>ែᗘ@�

�� ཱྀ⭍ᶵ⬟⟶⌮ࡢ㔜せᛶࢆᝈ⪅࡟ㄝ᫂ࠋࡿࡍ>ᢏ⬟@�

�� ἞⒪ィ⏬ࢆ❧᱌ࠋࡿࡍ>▱㆑㸸ၥ㢟ゎỴ@�

�� �@ែᗘ<ࠋࡿࡍཧຍ࡟௚⫋✀㐃ᦠ࣒࣮ࢳ

�� ࿘⾡ᮇཱྀ⭍ᶵ⬟⟶⌮ࢆᐇ᪋ࠋࡿࡍ>ᢏ⬟@�
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�ࢫ࣮ࢥ �࡜ �ࢺࢵࢽࣘ

ᚲಟࠕྡࢫ࣮ࢥᇶᮏ⩦ᚓࠖࢫ࣮ࢥ�

� �㸯ࢺࢵࢽࣘ ᑟධ◊ಟ㸦་⒪㠃᥋࣭⥲ྜデ⒪ィ⏬㸧ࠖࠕ �

� �㸰ࢺࢵࢽࣘ �㧗㢖ᗘ἞⒪ࠖࠕ

� �㸱ࢺࢵࢽࣘ �ࠖ⾡ண㜵࣭἞⒪ᇶᮏᢏࠕ

� �㸲ࢺࢵࢽࣘ �㧗㱋⪅デ⒪ࠖࠕ

� �㸳ࢺࢵࢽࣘ ་⛉ṑ⛉㐃ᦠ㸦࿘⾡ᮇ⟶⌮㸧ࠖࠕ �

� �㸴ࢺࢵࢽࣘ �㞀ᐖ⪅デ⒪ࠖࠕ

� �㸵ࢺࢵࢽࣘ ་⒪࣭ᆅᇦ་⒪�㸦ゼၥデ⒪㸧࣒࣮ࠖࢳࠕ �

� �㸶ࢺࢵࢽࣘ ��ឤᰁண㜵࣭་⒪Ᏻ඲ࠖࠕ

㑅ᢥᚲಟࠕྡࢫ࣮ࢥᛂ⏝ᐇ㊶㸦㸿㸧ࠖࢫ࣮ࢥ�

� �㸯ࢺࢵࢽࣘ �ᦤ㣗ᄟୗࠖࠕ

� �㸰ࢺࢵࢽࣘ �᫬↓࿧྾ࠖ╀╧ࠕ

� �㸱ࢺࢵࢽࣘ �㹒㹋㹂ࠖࠕ

� �㸲ࢺࢵࢽࣘ �ࠖ⥛⿵㢡ࠕ

�㑅ᢥࡎᚲࡘ㸯ࢆࢺࢵࢽࣘͤ

㑅ᢥᚲಟࠕྡࢫ࣮ࢥᛂ⏝ᐇ㊶㸦㹀㸧ࠖࢫ࣮ࢥ� �

� �㸯ࢺࢵࢽࣘ �ṇ἞⒪ࠖ▹ࠕ

� �㸰ࢺࢵࢽࣘ �἞⒪ࠖࢺࣥࣛࣉࣥ࢖ࠕ

� �㸱ࢺࢵࢽࣘ �ṑ࿘እ⛉἞⒪ࠖࠕ

� �㸲ࢺࢵࢽࣘ �ࠖ⾡እ⛉ᑠᡭࠕ

� �㑅ᢥࡎᚲࡘ㸯ࢆࢺࢵࢽࣘͤ

㹅㹇㹍� �࡜ 㹑㹀㹍㹱�

ᚲಟࠗྡࢫ࣮ࢥᇶᮏ⩦ᚓ࠘ࢫ࣮ࢥ�

� ࠙㹅㹇㹍ࠚ� ᑗ᮶♫఍࡟ࢬ࣮ࢽࡢᑐᛂ࡛ࡿࡁṑ⛉་ᖌࠊ࡟ࡵࡓࡿ࡞࡟ᇶᮏⓗ࡞▱㆑࣭ែᗘ࣭ᢏ⾡ࢆ⩦ᚓࠋࡿࡍ�

�ᑟධ◊ಟ㸦་⒪㠃᥋࣭⥲ྜデ⒪ィ⏬㸧�ࠖࠕ㸯ࢺࢵࢽࣘ

� ࠙㹅㹇㹍ࠚ� ᇶᮏⓗ࡞ṑ⛉デ⒪ࢆᐇ᪋࡟ࡵࡓࡿࡍᚲせ࡞▱㆑࣭ែᗘཬࡧᢏ⬟ࢆ⩦ᚓࠋࡿࡍ�

�㧗㢖ᗘ἞⒪ࠖࠕ㸰ࢺࢵࢽࣘ

� ࠙㹅㹇㹍ࠚ� ୍⯡ⓗ࡞ṑ⛉⑌ᝈᑐฎ࡟ࡵࡓࡿࡍ㧗㢖ᗘ࡟㐼㐝ࡿࡍ⑕౛࡟ᑐ࡚ࡋᚲせ࡞⮫ᗋ⬟ຊࢆ㌟ࠋࡿࡅࡘ࡟�

�ࠖ⾡ண㜵࣭἞⒪ᇶᮏᢏࠕ㸱ࢺࢵࢽࣘ

� ࠙㹅㹇㹍ࠚ� ೺ᖖཱྀ࡞⭍ᶵ⬟ࢆ⥔ᣢ࡟ࡵࡓࡿࡍᚲせ࡞▱㆑࣭ែᗘཬࡧᢏ⬟ࢆ⩦ᚓࠋࡿࡍ�

�㧗㱋⪅デ⒪ࠖࠕ㸲ࢺࢵࢽࣘ

� ࠙㹅㹇㹍ࠚ� 㧗㱋⪅࡟ᑐࠊࡋṑ⛉デ⒪ࢆᏳᚰ࣭Ᏻ඲࡟ᐇ᪋ࡢࡵࡓࡿࡍᇶᮏⓗ⬟ຊࢆ⩦ᚓࠋࡿࡍ�

�་⛉ṑ⛉㐃ᦠ㸦࿘⾡ᮇ⟶⌮㸧�ࠖࠕ㸳ࢺࢵࢽࣘ

� ࠙㹅㹇㹍ࠚ� ṑ⛉་ᖌࡢ♫఍ⓗࢆࢬ࣮ࢽᯝ࡟ࡵࡓࡍࡓᚲせࡿ࡞࡜་⒪⟶⌮࣭࿘⾡ᮇཱྀ⭍⟶⌮࡟㛵ࡿࡍᚲせ࡞▱㆑࣭ែᗘཬࡧᢏ⬟ࢆ

⩦ᚓࠋࡿࡍ�

�㞀ᐖ⪅デ⒪ࠖࠕ㸴ࢺࢵࢽࣘ

� ࠙㹅㹇㹍ࠚ� 㞀ᐖ⪅࡟ᑐࠊࡋṑ⛉デ⒪ࢆᏳᚰ࣭Ᏻ඲࡟ᐇ᪋ࡢࡵࡓࡿࡍᇶᮏⓗ⬟ຊࢆ⩦ᚓࠋࡿࡍ�

�་⒪࣭ᆅᇦ་⒪�㸦ゼၥデ⒪㸧�࣒࣮ࠖࢳࠕ㸵ࢺࢵࢽࣘ

� ࠙㹅㹇㹍ࠚ� ᆅᇦṑ⛉་⒪ࡸಖ೺άືࠊ࡚࠸࠾࡟ṑ⛉་⒪ࡿࡅ࠾࡟ㄢ㢟ࢆゎỴ࡟ࡵࡓࡿࡍᚲせ࡞▱㆑࣭ែᗘཬࡧᢏ⬟ࢆ⩦ᚓࠋࡿࡍ�

�ឤᰁண㜵࣭་⒪Ᏻ඲ࠖࠕ�㸶㸸ࢺࢵࢽࣘ

�࠙㹅㹇㹍ࠚ� ෇⁥࡛Ᏻ඲࡞ṑ⛉་⒪࡟ࡵࡓ࠺⾜ࢆᚲせ࡞ឤᰁண㜵ࡧࡼ࠾་⒪Ᏻ඲࡟㛵ࡿࡍ▱㆑࣭ែᗘཬࡧᢏ⬟ࢆ⩦ᚓࠋࡿࡍ�

�

�

�

�
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㹅㹇㹍� �࡜ 㹑㹀㹍㹱�

㑅ᢥᚲಟࠗྡࢫ࣮ࢥᐇ㊶ᛂ⏝㸦㸿㸧࠘ࢫ࣮ࢥ�

� ࠙㹅㹇㹍ࠚ� ከᵝ໬ࡿࡍ♫఍࡟ࢬ࣮ࢽࡢᑐᛂ࡛ࡿࡁṑ⛉་ᖌࠊ࡟ࡵࡓࡿ࡞࡟ᇶᮏⓗ࡞▱㆑࣭ែᗘ࣭ᢏ⾡ࢆ⩦ᚓࠋࡿࡍ�

�ᦤ㣗ᄟୗ�ࠖࠕ㸯ࢺࢵࢽࣘ

� ࠙㹅㹇㹍ࠚ� ᦤ㣗ᄟୗᶵ⬟ࡢ⥔ᣢ࣭ᨵၿ࡟ᚲせ࡞▱㆑࣭ែᗘࡧࡼ࠾ᢏ⬟ࢆ⩦ᚓࠋࡿࡍ�

�᫬↓࿧྾ࠖ╀╧ࠕ㸰ࢺࢵࢽࣘ

� ࠙㹅㹇㹍ࠚ� ╧╀᫬↓࿧྾⑕ೃ⩌ࡢᴫせ࣭デ᩿࣭἞⒪᪉ἲ࣭ண㜵᪉ἲࡢᚲせ࡞▱㆑࣭ែᗘཬࡧᢏ⬟ࢆ⩦ᚓࠋࡿࡍ�

�㹒㹋㹂ࠖࠕ㸱ࢺࢵࢽࣘ

� ࠙㹅㹇㹍ࠚ� 㢡㛵⠇⑕ࡢᴫせ࣭デ᩿࣭἞⒪᪉ἲ࣭ண㜵᪉ἲࡢᚲせ࡞▱㆑࣭ែᗘཬࡧᢏ⬟ࢆ⩦ᚓࠋࡿࡍ�

�ࠖ⥛⿵㢡ࠕ㸲ࢺࢵࢽࣘ

� ࠙㹅㹇㹍ࠚ� ᇶᮏⓗ࡞㢡⿵⥛἞⒪ࢆᐇ᪋࡟ࡵࡓࡿࡍᚲせ࡞▱㆑࣭ែᗘཬࡧᢏ⬟ࢆ⩦ᚓࠋࡿࡍ�

�

㑅ᢥᚲಟࠗྡࢫ࣮ࢥᛂ⏝ᐇ㊶㸦㹀㸧࠘ࢫ࣮ࢥ�

� ࠙㹅㹇㹍ࠚ� ⏕ᾭ◊ಟ࡟ࡵࡓࡢᚲせ࡞ᑓ㛛ⓗศ㔝ࡢᇶᮏࢆ⩦ᚓࠋࡿࡍ�

�ṑ⛉▹ṇ἞⒪ࠖࠕ㸯ࢺࢵࢽࣘ

� ࠙㹅㹇㹍ࠚ� ᇶᮏⓗ࡞ṑ⛉▹ṇ἞⒪ࢆᐇ᪋࡟ࡵࡓࡿࡍᚲせ࡞▱㆑࣭ែᗘཬࡧᢏ⬟ࢆ⩦ᚓࠋࡿࡍ�

�἞⒪ࠖࢺࣥࣛࣉࣥ࢖ࠕ㸰ࢺࢵࢽࣘ

� ࠙㹅㹇㹍ࠚ� ᇶᮏⓗࢺࣥࣛࣉࣥ࢖࡞἞⒪ࢆᐇ᪋࡟ࡵࡓࡿࡍᚲせ࡞▱㆑࣭ែᗘཬࡧᢏ⬟ࢆ⩦ᚓࠋࡿࡍ�

�ṑ࿘እ⛉἞⒪ࠖࠕ㸱ࢺࢵࢽࣘ

� ࠙㹅㹇㹍ࠚ� ᇶᮏⓗ࡞ṑ࿘እ⛉἞⒪ࢆᐇ᪋࡟ࡵࡓࡿࡍᚲせ࡞▱㆑࣭ែᗘཬࡧᢏ⬟ࢆ⩦ᚓࠋࡿࡍ�

�ࠖ⾡እ⛉ᑠᡭࠕ㸲ࢺࢵࢽࣘ

� ࠙㹅㹇㹍ࠚ� ᇶᮏⓗ࡞እ⛉ᑠᡭ⾡ࢆᐇ᪋࡟ࡵࡓࡿࡍᚲせ࡞▱㆑࣭ែᗘཬࡧᢏ⬟ࢆ⩦ᚓࠋࡿࡍ�

�

�

－58－
38



ࣅ
Ռ
ҫ
ࢥ
ྡ
জ
ݜ
र
͹
౺
ୣ

໪
ඬ
Ν
ݡ
௜
ͨ
͑

ι
ρ
ε
ϥ
ϱ
̒

ฑ
੔
��
೧
ౕ
ϕ
ϫ
ή
ϧ
Ϟ
੻
೜
ं
ߪ
स
ճ

ݳ
ࡑ
͹
౺
ୣ
໪
ඬ

ʤ
ฑ
੔
��
೧
ౕ
ݬ
Ҍ
ࡠ
੔
ʥ

��
ࣅ
Ռ
ҫ
ࢥ
ྡ
জ
ݜ
र
ʰ
خ
ຌ
स
ज़
α
ʖ
η
ʱ

ʴ
Ҳ
ൢ
໪
ඬ
ʵ

ݺ
ʓ
͹
ࣅ
Ռ
ҫ
ࢥ
͗
׳
ं
͹
ཱི
৖
Ͷ
ཱི
ͮ
ͪ
ࣅ
Ռ
ҫ
ྏ
Ν
ࣰ
ભ
Ͳ
͘
Ζ

Γ
͑
Ͷ
͵
Ζ
ͪ
Ό
Ͷ
ɼ
خ
ຌ
ద
͵
ࣅ
Ռ
ਏ
ྏ
Ͷ
ච
གྷ
͵
ྡ
জ
೵
ྙ
Ν
ਐ
Ͷ

෉
͜
Ζ
ɽ

��
ࣅ
Ռ
ҫ
ࢥ
ྡ
জ
ݜ
र
ʰ
خ
ຌ
स
ಚ
α
ʖ
η
ʱ

ʴ
Ҳ
ൢ
໪
ඬ
ʵ

ਫ਼
֖
Ͷ
Κ
ͪ
Ζ
ݜ
र
Ν
ߨ
͑
ͪ
Ό
Ͷ
ɼ
Γ
Ε
߁
൥
ҕ
͹
ࣅ
Ռ
ҫ
ྏ
Ͷ
ͯ

͏
ͱ
எ
ࣟ
ɼ
ସ
ౕ
ٶ
;
ٗ
೵
Ν
स
ಚ
ͤ
Ζ
ସ
ౕ
Ν
཈
͑
ɽ

��
��
��
��

ࣅ
Ռ
ҫ
ࢥ
ྡ
জ
ݜ
र
͹
౺
ୣ
໪
ඬ
Ν
ݡ
௜
ͨ
͑

�

ʰ
خ
ຌ
स
ज़
α
ʖ
η
ʱ

��
ҫ
ྏ
໚
ં

��
૱
߻
ਏ
ྏ
ܯ
ժ

��
༩
๹
ʀ
࣑
ྏ
خ
ຌ
ٗ
ढ़

��
Ԣ
ٺ
ॴ
஖

��
߶
ළ
ౕ
࣑
ྏ

��
ҫ
ྏ
؇
ཀྵ
ʀ
ஏ
Ү
ҫ
ྏ

��
��
��
��

ࣅ
Ռ
ҫ
ࢥ
ྡ
জ
ݜ
र
͹
౺
ୣ
໪
ඬ
Ν
ݡ
௜
ͨ
͑

�

ʰ
خ
ຌ
स
ज़
α
ʖ
η
ʱ

̏
ɿ
ҫ
ྏ
໚
ં

ʴ
Ҳ
ൢ
໪
ඬ
ʵ

׳
ं
஦
ৼ
͹
ࣅ
Ռ
ਏ
ྏ
Ν
ࣰ
ࢬ
ͤ
Ζ
ͪ
Ό
Ͷ
ɼ
ҫ
ྏ
໚
ં
Ͷ
ͯ
͏
ͱ
͹
எ
ࣟ
ɼ
ସ
ౕ
ٶ
;
ٗ
೵
Ν
ਐ
Ͷ
෉
͜
ɼ
ࣰ
ભ
ͤ
Ζ
ɽ

ʴ
ߨ
ಊ
໪
ඬ
ʵ

ᶅ
α
ϝ
ϣ
ω
ί
ʖ
ε
ϥ
ϱ
η
Ϋ
ϩ
Ν
ࣰ
ભ
ͤ
Ζ
ɽ

>ٗ
೵
ʤ
੠
ਈ
ӣ
ಊ
྘
Ү
ʥ
@

ᶆ
බ
ྼ
ʤ
क
૎
ɼ
ݳ
බ
ྼ
ɼ
ع
ԡ
ྼ
ٶ
;
Պ
ଔ
ྼ
ʥ
௎
ख
Ν
ద
֮
Ͷ
ߨ
͑
ɽ

ᶆ
��
׳�
ं
͹
૎
͓
Ν
ܑ
௎
ͤ
Ζ
ɽ

>ସ
ౕ
ʀ
स
׵
ʤ
৚
қ
྘

Ү
ʥ
@

ᶆ
��
׳�
ं
͹
૎
͓
Ν
ॳ
঄
ཱི
ͱ
ͱ
༢
಍
ͤ
Ζ
ɽ

>ٗ
೵
ʤ
੠
ਈ
ӣ
ಊ
྘
Ү
ʥ
@

ᶇ
බ
ྼ
Ν
ਜ਼
֮
Ͷ
ى
࿧
ͤ
Ζ
ɽ

>எ
ࣟ
ʤ
೟
எ
྘
Ү
ʥ
ʷ
մ
ए
@

ᶈ
׳
ं
͹
ৼ
ཀྵ
ʀ
ऀ
ճ
ద
ഐ
ܢ
Ͷ
ഓ
ྂ
ͤ
Ζ
ɽ

>ସ
ౕ
ʀ
स
׵
ʤ
৚
қ
྘
Ү
ʥ
@

ᶉ
׳
ं
ʀ
Պ
ଔ
Ͷ
ච
གྷ
͵
৚
ๅ
Ν
ॉ
෾
Ͷ
఑
ڛ
ͤ
Ζ
ɽ

>ସ
ౕ
ʀ
स
׵
ʤ
৚
қ
྘
Ү
ʥ
@

ᶊ
׳
ं
͹
ࣙ
ހ
݀
ఈ
Ν
ଜ
॑
ͤ
Ζ
ɽ

>ସ
ౕ
ʀ
स
׵
ʤ
৚
қ
྘

Ү
ʥ
@

ᶋ
׳
ं
͹
ϕ
ϧ
΢
ώ
ε
ʖ
Ν
ग
Ζ
ɽ

>ସ
ౕ
ʀ
स
׵
ʤ
৚
қ
྘

Ү
ʥ
@

ᶌ
׳
ं
͹
ৼ
ਐ
Ͷ
͕
͜
Ζ
̨
̦
̣
�4
XD
OLW
\�
2I
�/
LIH
�Ͷ
ഓ
ྂ
ͤ
Ζ
ɽ
>ସ
ౕ
ʀ
स
׵
ʤ
৚
қ
྘
Ү
ʥ
@

ᶍ
׳
ं
گ
ү
ͳ
࣑
ྏ
΃
͹
ಊ
ؽ
෉
͜
Ν
ߨ
͑
ɽ

>ٗ
೵
ʤ
੠
ਈ
ӣ
ಊ
྘
Ү
ʥ
@

��
��
��
��

ࣅ
Ռ
ҫ
ࢥ
ྡ
জ
ݜ
र
͹
౺
ୣ
໪
ඬ
Ν
ݡ
௜
ͨ
͑

�

－220－
39



ʰ
خ
ຌ
स
ಚ
α
ʖ
η
ʱ

��
Ԣ
ٺ
ॴ
஖

��
ҫ
ྏ
҈
સ
ʀ
״
ઝ
༩
๹

��
ܨ
գ
඲
Ճ
؇
ཀྵ

��
༩
๹
ʀ
࣑
ྏ
ٗ
ढ़

��
ҫ
ྏ
؇
ཀྵ

��
ஏ
Ү
ҫ
ྏ

��
��
��
��

ࣅ
Ռ
ҫ
ࢥ
ྡ
জ
ݜ
र
͹
౺
ୣ
໪
ඬ
Ν
ݡ
௜
ͨ
͑

�

ʰ
خ
ຌ
स
ಚ
α
ʖ
η
ʱ

̐
ɿ
ҫ
ྏ
҈
સ
ʀ
״
ઝ
༩
๹

ʴ
Ҳ
ൢ
໪
ඬ
ʵ

ԃ
׊
͵
ࣅ
Ռ
ਏ
ྏ
Ν
ࣰ
ࢬ
ͤ
Ζ
ͪ
Ό
Ͷ
ɼ
ච
གྷ
͵
ҫ
ྏ
҈
સ
ʀ
״
ઝ
༩
๹
Ͷ
ؖ
ͤ
Ζ
೵
ྙ
Ν
स
ಚ
ͤ
Ζ
ɽ

ʴ
ߨ
ಊ
໪
ඬ
ʵ

ᶅ
ҫ
ྏ
҈
સ
ଲ
ࡨ
Ν
ઈ
໎
ͤ
Ζ
ɽ

>எ
ࣟ
ʤ
೟
எ
྘
Ү
ʥ
ʷ
૟
ً
@

ᶆ
Π
έ
ε
υ
ϱ
φ
ٶ
;
΢
ϱ
ε
υ
ϱ
φ
Ν
ઈ
໎
ͤ
Ζ
ɽ

ᶆ
��
�ҫ
ྏ
ࣆ
ބ
Ͷ
ͯ
͏
ͱ
ઈ
໎
ͤ
Ζ
ɽ

>எ
ࣟ
ʤ
೟
எ
྘
Ү
ʥ
ʷ
૟
ً
@

ᶆ
��
�ϐ
Ϣ
Ϩ
ʀ
ύ
ρ
φ
Ͷ
ͯ
͏
ͱ
ઈ
໎
ͤ
Ζ
ɽ

>எ
ࣟ
ʤ
೟
எ
྘
Ү
ʥ
ʷ
૟
ً
@

ᶇ
ҫ
ྏ
գ
ޣ
Ͷ
ͯ
͏
ͱ
ઈ
໎
ͤ
Ζ
ɽ

>எ
ࣟ
ʤ
೟
எ
྘
Ү
ʥ
ʷ
૟
ً
@

ᶈ
Ӆ
಼
״
ઝ
ଲ
ࡨ
ʤ
6W
DQ
GD
UG
�3
UH
FD
XW
LR
QV
�Ν
؜
΋
ʥ
Ν
ઈ
໎
ͤ
Ζ
ɽ

>எ
ࣟ
ʤ
೟
எ
྘
Ү
ʥ
ʷ
૟
ً
@

ᶉ
Ӆ
಼
״
ઝ
ଲ
ࡨ
Ν
ࣰ
ભ
ͤ
Ζ
ɽ

ᶉ
��
�৙
Ͷ
״
ઝ
๹
ࢯ
Ͷ
ഓ
ྂ
ͤ
Ζ
ɽ

>ସ
ౕ
ʀ
स
׵
ʤ
৚
қ
྘
Ү
ʥ
@

ᶉ
��
״�
ઝ
๹
ࢯ
ଲ
ࡨ
Ν
ࣰ
ભ
ͤ
Ζ
ɽ

>ٗ
೵
ʤ
੠
ਈ
ӣ
ಊ
྘
Ү
ʥ
@

��
��
��
��

ࣅ
Ռ
ҫ
ࢥ
ྡ
জ
ݜ
र
͹
౺
ୣ
໪
ඬ
Ν
ݡ
௜
ͨ
͑

�

Ձ
͗
໲
ୌ
͵
͹
͖
ʃ

•͏
͖
Ξ
ͦ
Ξ
ɼ
ݻ
͏
ɽ

•
͗
ɼ
ր
Ό
ͱ
ݡ
Ζ
ͳ
2X
WF
RP
Hϗ

ʖ
η
Ͳ
ྒྷ
͏
״
ͣ
ɽ

•स
ज़
ౕ
พ
͹
α
ʖ
η
અ
ఈ
͗
ɼ
͖
͓
ͮ
ͱ
α
ʖ
η
͹
/6
Ν
ࡠ
Ε
Ͷ

͚
͚
͢
ͱ
͏
Ζ
ɽ

•
༩
๹
ʀ
࣑
ྏ
خ
ຌ
ٗ
ढ़
ͳ
༩
๹
ʀ
࣑
ྏ
ٗ
ढ़
ͺ
ɼ
α
ʖ
η
෾
͜
͢
Ͷ
͚

͏
ɽ

•౲
࣎
͹
৿
͢
͏
ߴ
໪
ͺ
ɼ
΍
ͺ
Ώ
ָ
෨
گ
ү
Ͳ
౲
ͪ
Ε
઴
͹
಼
༲
ɽ

•
ҫ
ྏ
໚
ં
ɼ
ҫ
ྏ
҈
સ

ࠕ•
͹
৿
͢
͏
ߴ
໪
ͺ
ɼ
೘
ͮ
ͱ
͵
͏
ɽ

•ͤ
΄
ͱ
ච
र
Ͳ
ɼ
෾
ྖ
״
͗
ѳ
͏
ɽ

��
��
��
��

ࣅ
Ռ
ҫ
ࢥ
ྡ
জ
ݜ
र
͹
౺
ୣ
໪
ඬ
Ν
ݡ
௜
ͨ
͑

�

گ
ү
ߴ
໪
͹
ր
ఙ

ࣅ•
ָ
گ
ү
Ϡ
υ
ϩ
ʀ
α
Π
ʀ
Ω
Ϩ
Ϋ
ϣ
ϧ
Ϟ
ʤ
ฑ
੔
��
೧
ౕ
ր
ఙ
൝
ʥ

•
ฑ
੔
��
೧
ౕ
ր
ఙ
൝

ʖ
گ
ү
಼
༲
Ϊ
΢
χ
ϧ
΢
ϱ
ʖ

•
६
ඍ
گ
ү
Ϡ
υ
ϩ
ʀ
α
Π
ʀ
Ω
Ϩ
Ϋ
ϣ
ϧ
Ϟ

•
ฑ
੔
��
೧
ౕ
൝

•ฑ
੔
��
೧
൝
ࣅ
Ռ
ҫ
ࢥ
ࠅ
Պ
ࢾ
ݩ
ड़
ୌ
خ
६

•
ฑ
੔
��
೧
൝
ࣅ
Ռ
ҫ
ࢥ
ࠅ
Պ
ࢾ
ݩ
ड़
ୌ
خ
६

•
ࣅ
Ռ
ҫ
ࢥ
ࠅ
Պ
ࢾ
ݩ

ฑ
੔
��
೧
൝

��
��
��
��

ࣅ
Ռ
ҫ
ࢥ
ྡ
জ
ݜ
र
͹
౺
ୣ
໪
ඬ
Ν
ݡ
௜
ͨ
͑

�

－221－
40



ࣅ
Ռ
ҫ
ࢥ
͹
཈
੔
ٶ
;
඲
Ճ
Ͷ

ؖ
ͤ
Ζ
ݜ
ڂ

ݜ
ڂ
େ
න
ं

Ҳ
ރ
ୣ
໷

ฑ
੔
��
೧
ౕ

޲
ਫ਼
࿓
ಉ
Ռ
ָ
ݜ
ڂ
ඇ
ึ
ঁ
ۜ

ஏ
Ү
ҫ
ྏ
خ
൭
֋
൅
ਬ
਒
ݜ
ڂ
ࣆ
ۂ

��
��
��
��

ࣅ
Ռ
ҫ
ࢥ
ྡ
জ
ݜ
र
͹
౺
ୣ
໪
ඬ
Ν
ݡ
௜
ͨ
͑

�

ࣅ
Ռ
ҫ
ࢥ
ྡ
জ
ݜ
र
͹
౺
ୣ
໪
ඬ
͹
ݡ
௜
͢
͹

ͪ
Ό
͹
خ
ે
௒
ࠬ

•ब
ढ़
غ
ɼ
ฯ
ݧ
ਏ
ྏ
ʀ
ਏ
ྏ
࿧
ى
ࡎ
ɼ
સ
ਐ
؇
ཀྵ
ɼ
ҫ
ྏ
҈
સ
ʀ
״
ઝ
༩
๹
ɼ

໲
ୌ
ଲ
Ԣ
೵
ྙ
͹
֦
ߴ
໪
Ͷ
ͯ
͏
ͱ
ͺ
Ά
ͳ
Ξ
ʹ
͗
ع
Ͷ
ࣰ
ࢬ
͢
ͱ
͏
Ζ
͖
ɼ

ઊ
ଲ
Ͷ
ࣰ
ࢬ
͗
ච
གྷ

•ஏ
Ү
ҫ
ྏ
ʤ
ஏ
Ү
ใ
ׇ
ί
Π
ε
η
τ
Ϟ
Ͷ
ࢂ
ժ
ͤ
Ζ
ʥ
ɼ
ղ
ޤ
ฯ
ݧ
ͺ
͍
Ή

Ε
ࣰ
ࢬ
͠
Η
ͱ
͕
Δ
ͥ
ɼ
ච
གྷ
੓
΍
ఁ
͏

•ൔ
਼
Ґ
৏
͹
յ
౶
Ͳ
મ
୔
ච
र
α
ʖ
η
Ώ
મ
୔
α
ʖ
η
͹
ච
གྷ
੓
͗
ࢨ
ఢ

��
��
��
��

ࣅ
Ռ
ҫ
ࢥ
ྡ
জ
ݜ
र
͹
౺
ୣ
໪
ඬ
Ν
ݡ
௜
ͨ
͑

��

৿
͢
͏
α
ʖ
η
ʀ
Ϥ
ω
ρ
φ
Ν
ࡠ
Ζ

��
��
��
��

ࣅ
Ռ
ҫ
ࢥ
ྡ
জ
ݜ
र
͹
౺
ୣ
໪
ඬ
Ν
ݡ
௜
ͨ
͑

��

੏
༁
ࣆ
ߴ
̏

ʛ
͞
Η
ͺ
ච
ͥ
ʄ

•α
ʖ
η
෾
ྪ
ʤ
໌
স
ͺ
ࣙ
༟
ʥ

•
ච
र
α
ʖ
η

•
મ
୔
ච
र
α
ʖ
η
ʤ
೜
қ
ʥ

ʛ
͏
͚
ͯ
મ
୔
ͤ
Ζ
͖

•
મ
୔
α
ʖ
η

ʛ
͏
͚
ͯ
મ
୔
Ͳ
͘
Ζ
͖

•৿
͢
͏
Ϥ
ω
ρ
φ

•
޲
࿓
Ռ
ݜ
ๅ
ࠄ
ॽ
ɼ
α
Π
Ω
Ϩ
ɼ
ड़
ୌ
خ
६
Ν
ࢂ
ߡ
Ͷ

��
��
��
��

ࣅ
Ռ
ҫ
ࢥ
ྡ
জ
ݜ
र
͹
౺
ୣ
໪
ඬ
Ν
ݡ
௜
ͨ
͑

��

－222－
41



੏
༁
ࣆ
ߴ
̐

ʛ
͞
Η
ͺ
Ώ
Δ
͵
͏
Ͳ
ʄ
ʄ
ʄ

ʹ
ਏ
ྏ
Ռ
ୱ
Ғ
͹
α
ʖ
η
ʀ
Ϥ
ω
ρ
φ

ʹ
घ
ٗ
ୱ
Ғ
͹
6%
2ʤ

घ
ٗ
͹
ॳ
঄
Ͷ
خ
Ͱ
͏
ͪ
ॳ
঄
੓
΍
ʥ

•
׳
ं
஦
ৼ
Ͷ
ɼ
2X
WF
RP
Hϗ

ʖ
η
ͳ
͵
Ζ
Γ
͑
Ͷ

ʹ
Ή
ͥ
எ
ࣟ
͍
Ε
͘
͹
6%
2V

•
ٽ
Ό
Ζ
2X
WF
RP
H͗

৚
қ
྘
Ү
ʀ
੠
ਈ
ӣ
ಊ
྘
Ү
͵
Δ
ͻ

ʹ
͞
͞
Ή
Ͳ
ͺ
ࡠ
Ε
Ή
ͦ
Ξ
͗
ʀ
ʀ
ʀ
঳
ྭ
਼
Ͷ
Γ
Ζ
඲
Ճ

•
2X
WF
RP
HͲ

඲
Ճ
Ͳ
͘
Ζ
Γ
͑
Ͷ

��
��
��
��

ࣅ
Ռ
ҫ
ࢥ
ྡ
জ
ݜ
र
͹
౺
ୣ
໪
ඬ
Ν
ݡ
௜
ͨ
͑

��
��
��
��
��

ࣅ
Ռ
ҫ
ࢥ
ྡ
জ
ݜ
र
͹
౺
ୣ
໪
ඬ
Ν
ݡ
௜
ͨ
͑

��
��
��
��
��

ࣅ
Ռ
ҫ
ࢥ
ྡ
জ
ݜ
र
͹
౺
ୣ
໪
ඬ
Ν
ݡ
௜
ͨ
͑

ࡠ
ۂ
Ͳ
ͤ
ɽ

ࡠ
੔
ͤ
Ζ
͹
ͺ

•α
ʖ
η
ʀ
Ϥ
ω
ρ
φ
Ҳ
ࣞ

•α
ʖ
η
ʀ
Ϥ
ω
ρ
φ
͹
*,
2

ʤ
2X
WF
RP
HΝ

қ
ࣟ
͢
ͱ
ʥ

•৿
͢
͏
Ϥ
ω
ρ
φ
Ώ
ജ
Ε
Ͷ
͢
ͪ
͏
Ϥ
ω
ρ
φ
Ͷ
ͺ
ɼ
6%
2V
΍
ʤ
΍
ͬ
Θ
Ξ

྘
Ү
'R
P
DL
Q�
΍
෉
͜
ͱ
ʥ

ͤ
΄
ͱ
͹
ݜ
र
ࣅ
Ռ
ҫ
Ͷ
ڠ
௪
ͤ
Ζ
౺
ୣ
໪
ඬ
Ͳ
ͤ
ʄ

��
��
��
��

ࣅ
Ռ
ҫ
ࢥ
ྡ
জ
ݜ
र
͹
౺
ୣ
໪
ඬ
Ν
ݡ
௜
ͨ
͑

��

ࡠ
ۂ
Ͳ
ͤ
ɽ

ࡠ
੔
ͤ
Ζ
͹
ͺ

•α
ʖ
η
ʀ
Ϥ
ω
ρ
φ
Ҳ
ࣞ

•α
ʖ
η
ʀ
Ϥ
ω
ρ
φ
͹
*,
2

ʤ
2X
WF
RP
HΝ

қ
ࣟ
͢
ͱ
ʥ

•৿
͢
͏
Ϥ
ω
ρ
φ
Ώ
ജ
Ε
Ͷ
͢
ͪ
͏
Ϥ
ω
ρ
φ
Ͷ
ͺ
ɼ
6%
2V
΍
ʤ
΍
ͬ
Θ
Ξ

྘
Ү
'R
P
DL
Q�
΍
෉
͜
ͱ
ʥ

ͤ
΄
ͱ
͹
ݜ
र
ࣅ
Ռ
ҫ
Ͷ
ڠ
௪
ͤ
Ζ
౺
ୣ
໪
ඬ
Ͳ
ͤ
ʄ

��
��
��
��

ࣅ
Ռ
ҫ
ࢥ
ྡ
জ
ݜ
र
͹
౺
ୣ
໪
ඬ
Ν
ݡ
௜
ͨ
͑

��

－223－
42



臨床研修指導歯科医の資格要件に関する考察 

研究分担者  平田創一郎（東京歯科大学教授） 
田上 順次（東京医科歯科大学副学長） 
前田 健康（新潟大学歯学部長） 
西原 達次（九州歯科大学学長） 
荒木 孝二（東京医科歯科大学教授） 
藤井 規孝（新潟大学歯学部教授） 

A. 研究目的
歯科医師臨床研修制度における臨床研修指導歯

科医（以下、指導歯科医という。）は、「歯科医師法
第十六条の二第一項に規定する臨床研修に関する
省令」1)に「常勤の歯科医師であって、研修歯科医
に対する指導を行うために必要な経験及び能力を
有しているもの」と規定されており、「歯科医師法
第 16 条の 2 第 1 項に規定する臨床研修に関する
省令の施行について」2)には「研修歯科医に対する
指導に関する責任者又は管理者の立場にあるもの」
とあり、資格要件について以下のように規定され
ている。 

６ 研修管理委員会等の要件 
（４）指導歯科医等

ア 指導歯科医は、常に勤務する歯科医師であっ
て研修歯科医に対する指導を行うために必要
な経験及び能力を有しているものでなければ
ならないこと。

（ア）「研修歯科医に対する指導を行うために必
要な経験及び能力を有しているもの」とは、
一般歯科診療について的確に指導し、適正に
評価を行うことができ、以下の〔１〕、〔２〕の
いずれかの条件に該当する者であること。な
お、臨床経験には、臨床研修を行った期間を
含めて差しࢩえないこと。 

〔１〕７年以上の臨床経験を有する者であって、

研究要旨：現在、指導歯科医の資格要件のうち指導歯科医講習会の受講は 1 回のみ義務づけられて
いるだけであり、臨床研修指導のための研さんを続けなければならないことが規定されているもの
の、これを担保する規定はない。特に開業医の指導歯科医においては、年々変わっていく卒前教育の
カリキュラムをフォローすることは、臨床研修との連続性を考慮すれば重要であるにも関わらず、
現実には難しい。そこで、指導歯科医の臨床研修指導のための研さんを担保するため、指導歯科医の
資格要件として、２年に１回以上、「新たな指導歯科医講習会におけるテーマの例示」に示されたテ
ーマの講演の受講を義務づけることを提案するものである。研修管理委員会で当該講習会を開催す
ることで、各研修プログラムのニーズに合った講演が提供され、協力型臨床研修施設の研修実施責
任者である指導歯科医は、研修管理委員会への出席で資格要件を更新することが可能となる。
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指導歯科医講習会（一般財団法人歯科医療
振興財団主催又は「歯科医師の臨床研修に
係る指導歯科医講習会の開催指針」（平成 16
年 6 月 17 日付け医政発第 0617001 号）にの
っとって開催されたもの）を受講している
こと。なお、都道府県歯科医師会会長の推薦
があることが望ましいこと。 

〔２〕５年以上の臨床経験を有する者であって、
日本歯科医学会・専門分科会の認定医・専門
医の資格を有し、指導歯科医講習会（一般財
団法人歯科医療振興財団主催又は「歯科医
師の臨床研修に係る指導歯科医講習会の開
催指針について」（平成 16 年 6月 17日付け
医政発第 0617001 号）にのっとって開催さ
れたもの）を受講していること。 

（イ）指導歯科医は、臨床研修指導のための研さ
んを続けなければならないこと。 

 昨年度本研究班で実施した「指導歯科医講習会
で取り上げるテーマに関する基礎調査」3）におい
て、「歯科医師の臨床研修に係る指導歯科医講習会
の開催指針について」4)で示されたテーマが２項目
以外ほとんど実施されていないこと、また、それ
らのテーマ自体が現在の指導歯科医に求められる
テーマに必ずしもマッチしていないことが示ࠨさ
れた。そこで、「新たな指導歯科医講習会における
テーマの例示」(表１)を行い、現状、多くの指導歯
科医講習会で２つの講演がなされているのを、講
演時間を短縮する、事前学修を踏まえた質疑応答
形式にする、E-Learning をญ用するといった工夫
を行うことで、より多くの課題を取り上げること
を提案した。あわせて、上記資格要件にあるよう
に、「指導歯科医は、臨床研修指導のための研さん
を続けなければならないこと」とされていること
から、指導歯科医講習会を通じて指導歯科医に多
様な最新の知見の周知を図るために、１度きりで
はなく、定期的な受講を促すような仕組みを検討
することを提言した。

特に開業医の指導歯科医においては、歯学教育
モデル・コア・カリキュラム 5)や歯科医師国家試
験出題基準 6)の改訂といった大きな変化だけでな
く、年々変わっていく卒前教育のカリキュラムを
フォローすることは難しい。卒前教育と臨床研修
の連続性を考慮すれば、指導歯科医は卒前教育の
カリキュラムを熟知しているべきであろう。
そこで本研究では指導歯科医の資格要件として、

指導歯科医の臨床研修指導のための研さんの一助
となる継続的な研修体制を考案することを目的と
する。 

B. 研究方法
１．対 象
指導歯科医の資格要件のうち、講習会の受講に

ついて検討の対象とした。 

２．方 法 
昨年度の本研究班分担報告書「指導歯科医講習

会で取り上げるテーマに関する基礎調査」3）に示
した「新たな指導歯科医講習会におけるテーマの
例示」(表１)を提示して、歯科医師臨床研修指導に
実績のある６歯科診療所(表２)を対象に、どのよ
うな形で講習会を開催すれば指導歯科医が継続的
に受講可能かについてヒアリングを行った。 

C. 研究結果
いずれの診療所においても、指導歯科医が継続

して臨床研修指導のための講習を受講することが
必要であるとの見解であった。一方で、２日間で
16 時間以上のカリキュラムプランニングを主体
とした指導歯科医講習会の複数回の受講は必ずし
も必要でないとの意見もあった。そこで、「新たな
指導歯科医講習会におけるテーマの例示」(表１)
に示されたテーマの講演の受講を義務づけること
を提案する。 
指導歯科医は、２年に１回以上、「新たな指導歯

科医講習会におけるテーマの例示」(表１)に示さ

44



れたテーマの講演を受講する。同一のテーマを繰
り返し受講するのではなく、異なるテーマを選択
していく。 

講演の主催者と講演の実施様式としては、 

・研修管理委員会（単独型・管理型臨床研修施設）
：研修管理委員会の開催に合わせて講演を実施

・日本歯科医師会
：生涯研修事業として登録されている講習会

・日本歯科医学会及びその専門分科会・認定分科
会
：上記学会が主催する学術大会等における講習

会 
・歯科医師の臨床研修に係る指導歯科医講習会の

開催指針に則った指導歯科医講習会の主催者
：֚当する指導歯科医講習会の講演部分のみの

受講 
・一般財団法人歯科医療振興財団
：歯科医師臨床研修プログラム責任者講習会

などが挙げられる。 
 受講の記録は、医療法に規定される医療に係る
安全管理のための職員研修の記録 7）と同様に、開
催又は受講日時、主催者、講習会名、テーマを記録
することとし、臨床研修の年次報告の際に報告す
る。 

D. 考 察
ほとんどの指導歯科医は、ࠕ回示した要件を満

たしているものと考える。ただ、必ずしも生涯研
修が臨床研修指導に直結するものとは限らず、専
門性が高くなるほど、乖離する恐れがあることか
ら、テーマを絞って受講を促すことが必要と考え
る。 
一方、指導歯科医の資格要件のうち、７年以上

の臨床経験と指導歯科医講習会の受講を満たして
いるだけの場合、1 回だけの受講にとどまり、臨床
研修指導のための研さんがおろそかになる恐れが

あることから、指導歯科医の資格要件として、2 年
に 1 回以上の講習会の受講を義務づけることを提
案するものである。 

また、研修管理委員会で講習会を開催すること
で、各研修プログラムのニーズに合った講演が提
供され、協力型臨床研修施設の研修実施責任者で
ある指導歯科医は、研修管理委員会への出席で資
格要件を更新することが可能となる。研修管理委
員会には研修協力施設の研修実施責任者も参加す
ることから、管理型臨床研修施設、協力型臨床研
修施設のみならず、研修協力施設にとっても有益
な方略であると同時に、十分に実現可能であると
考える。 

E. 結 論
指導歯科医の臨床研修指導のための研さんを担

保するため、指導歯科医の資格要件として、２年
に１回以上、「新たな指導歯科医講習会におけるテ
ーマの例示」(表１)に示されたテーマの講演の受
講を義務づけることを提案する。 
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表１ 新たな指導歯科医講習会におけるテーマの例示 

指導歯科医講習会におけるテーマ 
指導歯科医講習会は、次に掲げる項目のいくつかがテーマとして含まれていること。 
①新たな歯科医師臨床研修制度
②医療面接
③患者と歯科医師との関係
④総合診療計画
⑤歯科医師に望まれる総合的・基本的な診療能力
⑥医療安全・感染予防

・AMR 対策アクションプラン
⑦医療管理（保険診療・チーム医療・地域医療）

・地域包括ケアシステム
・在宅歯科診療
・周術期口腔機能管理
・退院時カンファレンス
・要介護高ྺ者への対応
・認知症への対応

⑧根拠に基づいた医療（Evidence-based Medicine: EBM）
ᶍ指導歯科医の在り方

・メンタルケア
・プロフェッショナリズム

ᶎ研修歯科医、指導歯科医及び研修プログラムの評価
⑪その他臨床研修に必要な事項

・障害者への歯科医療提供
・介護保険制度
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表２ ヒアリングを実施した歯科診療所と実施日 

医療法人社団秀和会つがやす歯科医院（北海道帯広市） 11/9 

こばやし歯科クリニック（東京都江戸川区） 11/17 

つだ歯科（兵庫県姫路市） 11/26 

萌芽の森クリニック・歯科（宮城県仙台市） 11/29 

医療法人社団八龍会すずき歯科医院（静岡県袋井市） 12/1 

医療法人社団健功会鴨志田歯科医院（神奈川県横浜市） 12/12 
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歯科医師臨床研修修了後の歯科医師像 

 日常的に高頻度に遭遇する歯科疾患に対する基本的臨床能力を身につけ、多様な患者

背景に配慮した歯科保健医療を提供するとともに、生涯研修に真摯に努める。 

『必修コース』

z 1 年目の研修期間の 50％（6 月）以上 75％（9 月）以下の期間研修を行う。

z 全ユニットが必修である。

【一般目標】 

 歯科医師としてのプロフェッショナリズムを涵養し、患者の立場に立った歯科保健医

療を提供するために、日常臨床において高頻度に遭遇する歯科疾患・障害に対する基本

的な臨床能力（知識・技能・態度）を身につける。 

必修ユニット 

（１）基本的診察・検査・診断・治療計画

【一般目標】

 患者の状態に配慮した適切かつ効率的な歯科保健医療を提供するために、基本的な

診察・検査・診断及び治療計画立案に関する知識・技能・態度を身につける。

【行動目標】 

①患者のトータルペイン（心理・社会的背景、宗教）に配慮する。（態度）

②病歴を聴取する。（技能）

③身体診察・口腔内診察を実践する。（技能）

④症例に応じた検査を実施する。（技能）

⑤症例に応じた歯科疾患の診断を行う。（解釈）

⑥医療面接を通じて、患者との信頼関係構築に努める。（態度）

⑦科学的根拠に基づき、患者に説明し、同意を得る。（態度）

⑧総合的な治療計画を立案する。（問題解決）

（２）高頻度治療・応急処置

【一般目標】

 日常的に高頻度に遭遇する歯科疾患や機能障害を有する患者に対応するために、基

本的な歯科治療に関する技能を身につける。

【行動目標】 

①歯の硬組織疾患の基本的な治療を実践する。（技能）

②歯内疾患の基本的な治療を実践する。（技能）

③歯周疾患の基本的な治療を実践する。（技能）

④口腔外科疾患の基本的な治療を実践する。（技能）

別 添別 添別 添別 添
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⑤歯科疾患に起因する咬合・咀嚼機能障害等に対する基本的な治療を実践する。（技

能）

⑥基本的な応急処置を実践する。（技能）

（３）患者管理

【一般目標】

 基礎疾患など個々の患者が有する背景に適切に対応するために、歯科治療上必要と

なる患者管理に関する臨床能力（知識・技能・態度）を身につける。

【行動目標】

①歯科衛生士・歯科技工士や医師をはじめとする多職種と連携する。（態度）

②歯科疾患の予防管理を実践する。（技能）

③歯科治療上問題となる病態について説明する。（想起）

④生体モニター監視（心電図、血圧、パルスオキシメーター等）を実施する。（技能） 

⑤バイタルサインの状態に応じた対応を説明する。（問題解決）

⑥診療に関する書類・記録（診療録、処方箋、歯科技工指示書、診療情報提供書等）

を作成する。（技能）

⑦基本的な歯科疾患の経過管理を行う。（技能）

⑧患者の全身状態に応じた術前・術後管理を実践する。（技能）

（４）地域医療・地域包括ケア

【一般目標】

 地域包括ケアシステムにおいて、歯科保健医療の専門家としての役割を果たすため

に、多職種連携による質の高い歯科保健医療提供に関する知識・技能・態度を身につけ

る。

【行動目標】 

①自分が属する地域包括ケアシステムについて説明する。（想起）

②地域包括ケアシステムの中での自分の役割を考える。（態度）

③訪問歯科診療・居宅療養管理に参画する。（態度）

④支援が必要な高齢者等の口腔衛生管理を実践する。（技能）

⑤本人・家族・多職種と歯科に関する情報を共有する。（技能）

（５）医療管理

【一般目標】

安心・安全な歯科保健医療を適切かつ適正に提供するために、医療管理に関する知識

・技能・態度を身につける。

【行動目標】 

①医療保険制度・診療報酬請求について説明する。（想起）

②介護保険制度・介護報酬請求について説明する。（想起）
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③福祉制度・公費負担医療について説明する。（想起）

④診療に関する書類・記録を管理する。（技能）

⑤医療事故発生時の対応について説明する。（想起）

⑥標準予防策・感染経路別予防策を実践する。（技能）

⑦薬剤耐性（Antimicrobial Resistance; AMR）を考慮した抗微生物薬の適正使用を実

践する。（態度）

⑧医療安全管理（放射線管理、廃棄物処理を含む）・医療事故防止策を実践する。（技

能）

⑨インシデント事例から安全管理・事故防止策を自ら立案する。（問題解決）

（６）リサーチマインド・問題対応能力

【一般目標】

生涯にわたり自己研鑽・能力向上に努め、質の高い歯科保健医療を提供するために、

リサーチマインドと問題対応能力（知識・技能・態度）を身につける。

【行動目標】 

①自らの問題点に気付き、自己管理を実践する。（態度）

②症例に関連する文献を検索する。（技能）

③症例に関するカンファレンスや学会等に参加する。（態度）

④研究や学会活動に関心を持つ。（態度）

⑤症例提示と討論を実践する。（技能）

⑥自己評価及び他者評価に基づき、自らの問題点を改善する。（問題解決）
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『選択コース』

z 1 年目の研修期間の 25％（3 月）以上 50％（6 月）以下の期間研修を行う。

z 当該プログラムにおいて研修可能な「選択ユニット」を提示し、その中から研修医毎

に「（８）特別研修」を除き 3 つ以上を選択する。

z 選択ユニットは最低 3 つを必修とし、これを超える場合には必修としなくとも良い。

z 「（８）特別研修」に関しては、1 年目の研修に相応しい内容とし、選択コースの研

修期間の 50%以下とする。

z 各ユニットの行動目標は臨床研修施設が独自に明示する。

【一般目標】 

 多様な患者の状況に対応した歯科保健医療を提供するために、日常臨床において遭遇し

うる歯科疾患・機能障害に対する臨床能力に必要な知識・技能・態度を身につける。 

選択ユニット 

（１）小児への対応

【一般目標】

 日常的に高頻度に遭遇する歯科疾患や機能障害を有する小児患者に安全な歯科保健

医療を提供するために、基本的な歯科治療技術とマネージメント能力を身につける。 

（２）障害者（児）への対応

【一般目標】

 障害を有する患者の歯科疾患や機能障害に対して安全な歯科保健医療を提供するた

めに、基本的な歯科治療技術とマネージメント能力を身につける。 

（３）要介護者への対応

【一般目標】

 施設や居宅で療養している要介護者の歯科疾患や機能障害に対して安全な歯科保健

医療を提供するために、基本的な歯科治療技術とマネージメント能力を身につける。 

（４）認知症患者への対応

【一般目標】

 認知症患者の歯科疾患や機能障害に対して安全な歯科保健医療を提供するために、

基本的な歯科治療技術とマネージメント能力を身につける。 

（５）リハビリテーション

【一般目標】

 歯科領域の機能障害に対して安全な歯科保健医療を提供するために、咀嚼機能障害

や摂食嚥下障害等に対する基本的なリハビリテーション技法を身につける。 
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（６）全身管理

【一般目標】

 様々な基礎疾患・病態を合併した患者に安全な歯科保健医療を提供するために、基

本的な全身管理と救急処置の知識・技能・態度を身につける。

（７）周術期管理

【一般目標】

 多職種連携によるチーム医療の下、がん患者等の周術期における包括的な全身管理

と口腔機能管理並びにこれらに関連する事項を安全に実践するために、周術期管理に

関する基本的な知識・技能・態度を身につける。

（８）特別研修

【一般目標】

より広範で高度な歯科保健医療を将来提供するために、専門的な歯科診療を経験す

る。

（例示） 

・人生の最終段階における医療

・ペインクリニック

・フレイル予防

・各種歯科健診

・へき地・離島診療 等 
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新たなコース設計（必修コース・選択コース）（案） 

必修コース ６～9か月 １月 

選択コース 3～6か月 １月 

選択コース（８）特別研修 選択コースの５０％以下（0～3か月） １月 

◆ 月単位でコースを行う場合

◆ 他のコースと並行して行う場合

必修コース 50～75％ １月 

選択コース 25～50％ １月 

選択コース（８）特別研修 選択コースの５０％以下 １月 
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　歯科医師の養成及び評価に関する総合的研究　新たなコース設計（必修コース・選択コース）（案）



新たなコース設計と臨床研修施設（例示） 

◇ 必修コース9か月 ＋ 選択コース3か月

例） 管理型臨床研修施設： 歯学部病院 必修コースのみ

協力型臨床研修施設： 歯科診療所 訪問特化（選択コース） 

管理型 歯学部病院 
協力型 

歯科診療所 

（３）要介護者への対応

（４）認知症患者への対応

（５）リハビリテーション

必修コース 

研修施設 

コ ー ス 選択コース 

◇ 必修コース50％ ＋ 選択コース50％（うち（８）特別研修3か月）

例） 管理型臨床研修施設： 歯科診療所 必修コース＋訪問特化（選択コース）

協力型臨床研修施設： 歯学部病院 専門研修（選択コース（８）特別研修）  

管理型 歯科診療所 
協力型 

歯学部病院 
管理型 

歯科診療所 

（３）要介護者への対応 （５）リハビリテーション（４）認知症患者への対応

（８）特別研修： 専門科研修

必修コース 必修コース 

研修施設 

コ ー ス
選択コース 選択コース 

選択コース 
（8）特別研修

◇ 必修コース7か月 ＋ 選択コース５か月（うち（８）特別研修２か月）

例） 管理型臨床研修施設： 歯科診療所 必修コースのみ

協力型臨床研修施設： 歯学部病院 選択コースのみ 

管理型 歯科診療所 協力型 歯学部病院 

選択コース（１）（２）（５）（６）（７） 
から３ユニット選択 

（８）特別研修: ペインクリニック

必修コース 

研修施設 

コ ー ス 選択コース 
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　歯科医師の養成及び評価に関する総合的研究　新たなコース設計（必修コース・選択コース）（案）


